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PRINTING SOLUTIONS 



MICROLINE S35 ❿ SE ユーザーズマニ. 



このマニュアルは、以下の 製品 に対応しています C 


水平インサータプリンタ 

MICROLINE 535⑪ SE 


〇このマニュアルには、プリンタを安全に使用していただくための注意事項が書かれています。 

プリンタをご使用になる前に、必ず本マニュアルをお読みください。 

〇本マニュアルをプリンタのそばに置いて、ご使用ください。 













はじめに 

このたびは、沖データの MICROLINE 5350 SE をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 
このユーザーズマニュアルは、 MICROLINE 5350 SE の操作方法について述べたものです。 

ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しい使用方法をご理解いただきますようお願いいたし 
ます。 


この ユーザーズマニュアルは、 必ず保管してください。万一、ご使用中にわからないことが起きたとき、 
きっとお役に立ちます。 


安全上の注意表示 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能 
性があることを示しています。 


A .*-5-^ この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負 d 可能性があるこ 

とを示しています。 


電波障害防止について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジ 
才やテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

この装置にオプションを使用した場合の適合レベルは、以下のとおりです。 

オプションカツトシートフイーダ クラス巳 正規 


高調波規制について 


この装置は、「高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品」です。 




使用許諾契約 


プリンタに付属のソフトウェアおよびドキュメンテーションは、株式会社沖データが提供するも 

のです。本ソフトウェアを使用することにより、お客様は、株式会社沖データ（以下、沖データ 

という）との間で契約が成立し、本契約条項の拘束を受けることに同意したものと見なされます。 

1. お客様は、本ソフトウ I アに対応する沖データプリンタを所有している場合のみ、ソフトウェ 
アを使用することが出来ます。 

2. 本ソフトウェアおよびドキュメンテーション、そしてそれらのコピーの著作権、版権、所有権 
は、沖データまたは沖データに使用許諾を与えたライセンサーにあります。本ソフトウェアあ 
るいはドキュメンテーションの一部または全部を複製したり、他人に複製を作らせたり、複製 
を許可したり、商行為をすることはできません。お客様は本ソフトウェアを、修正、改変、翻 
訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことに同意します。また、 
本契約で認められた項目を除き、本ソフトウヱアとドキュメンテーションに関するいかなる知 
的所有権の権利も付与しません。 

3. お客様は以下の条件すべてを満足することにより本ソフトウヱアを第三者に譲渡できます。 

(1) 本ソフトウヱアに対応する沖データプリンタと一緒に譲渡する。 

(2) 本ソフトウヱアおよびドキュメンテーションのコピー全てを当該第三者に譲渡し、または譲 

渡しなかったコピーを全て破棄する。 

(3) 当該第三者が事前に本契約の拘束に同意する。 

また、本ソフトウヱアを賃貸、貸与、リース、配布、転載、移転することはできません。 

お客様は、本ソフトウヱアを日本国外に出荷、移転、輸出、再輸出できないこと、違法な方 

法で使用しないことに同意します。 

4. お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様の本ソフトウヱアおよびドキュ 
メンテーションの使用中止およびライセンス契約の解除を行うことがあります。この様な解除 
が行われた場合には、お客様は本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのオリジナルおよ 
び全ての コピー を破棄し、商標の使用を中止するものとします。 

5. 沖データおよび沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーションに関 
して、以下のことを含む一切の保証をしません。 

(1) 本ソフトウェアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が得られること。 

(2) 本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションに瑕疵がないこと。 

(3) 第三者の権利を侵害していないこと。 

(4) 特定の目的に適合していること。 

またソフトウェアまたはドキュメンテーションは、予告なく改良、変更することがあります。 

6. 沖データおよび沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーションに 
よって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に対しても、一切責任を負わな 
いものとします。 
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ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

2. 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一記載もれなどお気付きの点がござい 
ましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

4. 本書の内容に関して、運用上の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますの 
でご了承ください。 

商標について 

各会社名、製品名は各社の登録商標または商品名です。 

Esc / pa 、 セイコーエプソン（株）の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows 、 MS-DOS は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 

本文中の略語について 

本書では、次のように表記している場合があります。 

• MICROLINE 5350SE — ML 5350 SE 

• Microsoft® Windows Vista® operating system 日本語版 — Windows Vista 

• Microsoft® Windows Server® 200 3 x64 Edition operating system 日本語版 — Windows 
Server 2003(x64 版 )※ 

• Microsoft® Windows® XP x64 Edition operating system 日本語版 — WindowsXP(x64 版 )※ 

• Microsoft® Windows Server® 2003 operating system 日本語版 — Windows Server 200 3※ 

• Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版 — WindowsXP ※ 

• Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版 — WindowsMe 

• Microsoft® Windows® 98 operating system 日本語版 - ^ Windows98 

• Microsoft® Windows® 95 operating system 日本語版 — Windows95 

• Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版 — Windows2000 

• Microsoft® Windows NT® operating system Version4.0 日本語版 — WindowsNT4.0 

• Microsoft® Windows® operating system Version3.1 日本語版 - ► Windows3.1 

• Windows Vista、Windows Server 2003 、 WindowsXP 、 WindowsMe 、 Windows98、Windows 
95 、 Windows 2000 、 WindowsNT 4 .0 、 Windows3.1 の総称 — Windows 

※ 特に記載がない場合は 、 Windows Vista、Windows Server 2003、 WindowsXP には 64bit 版も 
含みます。 


マニュアルの版権について 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行ってはいけ 
ません。必ず、株式会社沖データの文書による承諾を得てください。 
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本書の見方 

本書の内容は、大きく分けて次の 6 つの構成になっています。 

第 1 章〜第 3 章 ご使用上の注意、プリンタの設置からテスト印刷、ホストコンピュータとの接続 

について説明しています。プリンタの基本的な使い方がわかります。 

第 4 章〜第 5 章 いろいろな用紙の印刷のしかたと、知っていると便利ないろいろな機能について 

説明しています。 

第 6 章 オプション品の取り付けから操作方法、使用方法について説明しています。 

第 7 章 リポンカートリッジの交換方法、困ったときの処置方法について説明しています。 

第 8 章 プリンタおよびカットシートフィーダの清掃のしかたについて説明しています。 

付録 このプリンタの仕様、文字コード表、制御コードの _ 覧表、アフタ—■サービスに 

ついて説明しています。 


図の表記のしかた 



印字可 



「印字可」スイッチを押します。 


印字可 


「拡張 / 用紙カット」スイッチを押しながら「印 
字可」スイッチを押します。 


本書での説明のマーク 



注./ 


プリンタを正しく動作させるための注意や制限です。 

誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


参考 


プリンタを使用するときに知っておくと便利なことや参考になることです。 
お読みになることをおすすめします。 


安全上の注意、表示の説玥が別途 i ページに記載してありますので、お読みください。 
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早 


1 ご使用前に必ずお読みください 




1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


MICROLINE 5350 SE の特長 


◎連続紙が1枚目から無駄なく印刷できます 

印字範囲がとても広く（用紙の端から 6.35 mm まで印字可能）、連続紙でも1枚目から印刷 
できます。 


◎用紙を自動的にセットします 

オートロードにより、連続紙や単票を自動的に印字位置にセツトします。 


◎いろいろな用紙に印刷できます 

連続紙や単票をはじめ、はがき、封筒、のし紙、百貨店/チェーンストア統一伝票などの 
複写紙、その他いろいろな用紙に印刷できます。 

◎単票、はがき、封筒を自動給紙します 

オプションのカットシートフィーダを装着すると、単票、はがき、封筒を自動給紙します。 

◎自動紙厚調整機能で最適な印字を行います。 

用紙をセットすると、用紙の厚さを自動的に測定し、最適な印字圧に調整します。 

◎単票の排出方向が選べます 

用紙を前へ排出したり、後へ排出したり、スイッチ1つで切り替えできます。 

◎バーコードを印刷できます 

JAN 、 NW 7、 CODE _39、 カスタマパーコードなど、6種類のパーコードが印刷できます。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


各部の名称と機能 



早 


〔前面〕 

リボン カー トリツジ 
印字に必要なインクリボンが入っています。 


印字ヘッド 

文字を印字する部分です。 


シー トスタツカ 

排出した単票を一時的にためておきます。 


アクセスカバ- 


ギアカバー 

オプションのカツトシート 
フイーダを取り付ける場合 
に開きます。 


ぺーパガイド 

単票の左端の位置を 
決める支えです。 



リボンカートリッジを交換 
する際などに開閉します。 


丁ーフノレ 

単票を手差しで 
セツトする台です。 


電源スイッチ 

電源を ON / OFF します。 


プラテンノブ 

用紙を繰り出します。 


シー トガイド 

連続紙の横幅の 
中央を支えます。 


ピントラクタ 

連続紙をセツトして 
紙送りする部分です。 


操作パネル 

プリンタの操作に必要なスイッチや 
ランプがあります。 


〔背面〕 



インタフェースコードを差し込むコネクタです。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


設置場所について 

◎直射日光のあたる場所やヒータなどの熱器 
具の近くは避けてください。 



◎衝撃を与えたり、衝撃や振動の加わる場所 
は避けてください。 



◎急激な温度変化のある場所は避けてください。 



◎じゅうたんを敷いた場所は避けてくださ 
し)。静電気障害の原因になります。 



◎湿気やほこりの多い場所は避けてください。 


◎フ□ッピーディスクを乗せると、フロッピー 
ディスクの内容が壊れることがあります。 




◎強い電磁界、腐食性ガスの発生する場所は 
避けてください。 



◎近くでラジオを聞く場合、周波数によって 
は雑音が入ることがあります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


◎プリンタの通風□をふさいだり、風通しの 
悪い場所は避けてください。 



◎プリンタを設置する台、机は、プリンタの 
振動で動く場合がありますので、キヤスタ 
付きのものは避けてください。 




早 


◎ CRT の近くは避けてください。 

電磁界の影響により、画面に歪みが発生す 
ることがあります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


電源について 

◎電源は必ず AC 100 V (50 Hz または 60 Hz ) 
を使用してください。 


◎オプションを取り付けるときは、電源を 
「 OFF 」 にしてください。 


AC 100 V +1096 




◎電源 コードの 抜き差しは、必ず電源を rOFFJ 
にし、電源プラグを持って行ってください。 
電源 コー ドを引っ張らないでください。 



◎雷が鳴っているときは電源を 「 OFF 」 にし 
電源プラグを抜いてください。 



◎プリンタとホストコンピュータを接続すると 
きは、両方の電源を 「 OFF 」 にしてください。 



◎長時間プリンタを使用しないときは、電源 
を 「 OFF 」 にしてください。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


ご使用時の注意 



早 


△注意 ケガをする恐れがあります。 





電源をいれたままでカバーを 
開けて、リボンカートリッジの 
交換などをしないでくださし、 
プリンタが突然動き出し、ケ 
ガをする恐れがあります。 


△注意 


装置が壊れる恐れがあります。 


C ② 


、尨 



プリンタ内部にクリップなど 
の異物を落とさないでくださ 

い0 

もし、落ちてしまったときは、 
すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 
にし、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、お客様相談セ 
ンターにご連絡ください0 
ご自分で分解しないでくださ 
い。故障の原因になります。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


^71 • 用紙やリボンカートリッジが無い状態では、印字させないでください。 
また、用紙幅以上の領域にも印字させないでください。 

印字へッドの寿命低下や、破損の原因になります。 

• リボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖デー 
夕純正の消耗品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来 
の性能を発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保 
障期間中あるいは保守契約期間中であっても有償となります。（純正 
品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわけではありませんが、 
ご使用にあたっては十分にご留意くださし、。） 

•印字が薄くなったり、インクリボンがほつれたりした場合には、リボ 
ンカートリッジを交換してください。包装を解いたリボンカートリッ 
ジは長時間放置すると寿命が短くなります。 

• リボンカートリッジ交換後は、インクリボンがたるんでいないことを 
確認してください。たるんでいる場合は、つまみを矢印方向に回して 
たるみをとってから動作させてください。 

詳細は、「リボンカートリッジを取り付ける」 （15 ぺージ）を参照して 
ください。 

• 用紙は、仕様に合ったものを使用してください。用紙詰まりや印字精 
度低下等の原因となります。詳細は、 r 付録用紙規格および印字範囲」 
(1 73ページ）を参照してください。 


故障や異常のときは 


A 警告 故障や感電の原因になります。 




故障や異常（においがしたり、煙が出たり、熱くなった）に気付いたときは、 
すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 にし、電源プラグをコンセントから抜いて、 
お客様相談センターか、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

ご自分で分解したり、修理したりしないでください。故障や感電の原因 


になります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


プリンタのお手入れ 

◎プリンタカパーの汚れは、中性洗剤を薄めた液にひたした布を、堅く 
しぼってふき取ってください。 



◎堅い布やアルコール、シンナー、ペンジンなどでふかないでください。 



早 



◎プリンタ内部にごみやほこりが目立つ場合は、掃除機などを使用して 
取り除いてください。 



ごみやほこり•紙紛がたまるとセンサの誤動作や用紙送り不良、 
印字乱れなどの原因になります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


(MEMO) 
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2 プリンタの準懂 

〜箱を開けてからテスト印刷するまで〜 
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2 プリンタの準備 


梱包を開く 

プリンタの梱包を開いて、以下の付属品が揃っていることを確認してください。 



プリンタ リポンカートリツジ 







プリンタソフトウエア CD-ROM 


• 保証書に必要事項が記入されているか確認してください。 

正しく記入されていなし、保証書は無効になり、無償保証を受けられない場合があ 
ります。もし、記入内容が不十分でしたら、販売店にお問い合わせください。 

• 保証書は大切に保管してください。 

•梱包箱、梱包材は保管しておき、再輸送の際に必ず使用してください。 
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2 プリンタの準備 


約1 0 cm 


約1 0 cm 


□ 


プリンタを設置する 


プリンタは、水平で安定した台の上に設置してください。また、操作、日常の点検および 
消耗品の交換など、プリンタの性能を維持する作業を行ろために下記の設置スペースを確 
保してください。 


自又 ifi スペース 




60 cm 以上 



床 


約 70 cm 


EO0COS 


§oms 
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2 プリンタの準備 


固定具を外す 



輸送時の振動などによる破損を防ぐため、印字へッドをストッパで固定してあります。 
ご使用になる前に、このストッパを外してください。 


注/輸送時には、印字ヘッドを左側に寄せて、ストッパで固定してください。 



2 


ストッパを2か所外します。 



マ アクセスカバーを閉じます。 
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2 プリンタの準備 


リボンカートリッジを取り付ける 


最初にリボンカートリツジを取り付けます。 


[^7] リボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗 
品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 



1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 



2 


電源スイッチを 「 ON 」 にして、印字へッドの位置が上がつ 
たところで電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたままで力 
バーを 開けて、リボン 
カー トリッジの交換を 
しないで くださし、。 

プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 
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2 プリンタの準備 




3 


4 


アクセスカバーを 開きます。 


アクセスカパー 



△注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になっています 
ので、印字へツドにさ 
わらないでください。 
リボンカートリツジの 
取り付けは、印字へッ 
ドの温度が下がってか 
ら行ってください。 



7 ^ 7 ] リボンカートリッジの先端についているプラスチック 

-フィルムは、リボンカートリッジの一部ですので取り外 

さないでください。 
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2 プリンタの準備 


リボンカートリッジ両側の三角マーク （◄ 、 ►) の部分を 
持ち、溝部をボスに引っ掛け （❶）、 そのまま奥に押し込 
みます （❷)。 

このとき、印字へッド先端部でプラスチックフィルムを変 
形させないでくださし、0 




7 リボンカートリッジをセット後、印字ヘッドがスムーズに 
’ 移動することを確認してください。 


8 
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2 プリンタの準備 


シートスタツカを取り付ける 



プリンタの後方がら、アツパカパー両側の溝にシートスタツカのボストを引っ掛けます。 



參シートスタツカの使用方法 
通常のセツト状態 



後方に余裕がないとき 

※厚い用紙やはがきの印刷時にはこの状態に 
セツトしないでください。 



參シートサボータの使用方法 
単票を使用するとき 



連続紙を使用するとき 
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2 プリンタの準備 


電5原コードを取り付ける 


電源 コー ドと アース 線を接続します。 

/ 電源スイッチが 「 OFF 」 （〇側）になっていることを確認 
します。 




注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



プリンタが突然動作する 
ことがあります。 

必ず、電源スイッチを 
「 OFF 」 にしてく ださし、。 


2 


電源コードをプリンタの AC コネクタに接続します。 



19 
















アース線をアース端子に接続し、電源プラグをコンセント 
に差し込みます。 


△警告 感電の恐れがあります。 


A 



万 _ の危険防止のため、 
アースは必ず接続してくだ 
さい。ガス管には接続しな 
いでください。 

電源プラグのアースが接続 
できない場合は、電気工事 
店へご相談ください。 

電源プラグを外すときは逆 
の手順で行ってください。 


•電源は必ず AC 100 V (50 Hz または 60 Hz ) を使用してく 
ださい。 

•電源を入れたとき、一瞬大きな電流が流れます。 

電圧低下を避けるため、空調機や電動機器など、大電 
流を使う系統との電源共用は避けてくださしヽ。 

•このプリンタは、ドット密度の高い印字（黒ベタ印字 
など）を行うと、最大 6 A の電流が流れます。パソコン 
などのサービスコンセントには接続しないでください。 
タコ足配線はしないでください。 

• 本プリンタに添付の電源コードを使用してください。 

他の製品用の電源コードは使用しないでください。 

• 本プリンタに添付の電源コードは、本プリンタ専用で 
す。他の製品には使用しないでください。 

•電源コードの抜き差しは、必ず電源スイッチを 「 OFF 」 
にしてから、電源プラグを持って行ってください。電 
源コードを引っ張らないでください。 

•UPS (無停電電源）およびインバータを使用した場合 
の動作は保障していません。故障のおそれがあります。 
無停電電源およびインバータは使用しないでください。 


△警告 


電源プラグは定期的にコンセントか 
ら抜いて、刃の根元、および刃と刃 
の間を清掃してください。 

電源プラグを長時間コンセントに 0 ^ 
差したままにしておくと、電源プ 
ラグの刃の根元にホコリが付着し、 

シヨー トして火災の原因となるおそ 
れがあります。 

















2 プリンタの準備 


テスト印字をする 


プリンタが正確に動くことを確かめるために、テスト印字を行います。テスト印字には、 
A4 サイズ以上の単票の縦置、または10〜12インチ幅の連続紙を使用します。 

ここでは、オートギャップモードで A4 サイズの単票を使う場合を例にとって、テスト印字 
の手順を説日月します。 



1 電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


〇 オフライン状態で「単票/帳票/排出方向」スイッチ 
^ を押して単票モードにします。 

単票モードのとき「単票」ランプが点灯します。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


4 


「単票/帳票/排出方向」 スイッチと 「改頁/高速印 
字」スイッチを押しながら、電源スイッチを 「 ON 」 にし 
ます。 



^ 単票をセットします。 

単票の左端をペーパガイドに合わせて、そのまま奥に突き当たる 
までまっすぐ差し込みます。 

約2秒後、単票を自動給紙します。 


プリンタが印字を開始します。 


6 


「印字可」 スイッチを押して、印字を中断します。 

もう一度「印字可」スイッチを押すと、印字を再開します。 
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2 プリンタの準備 




7 

8 


「改頁/高速印字」 スイッチを押して、単票を排出します。 

電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


^71テスト印字を行ってみて、動作が異常な場合には、「こん 
なときには」（149ぺージ）を参照してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 
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3 ホストコンピュータに接続する 


ホストコンピュータに接続する 



このプリンタは、パラレルインタフェースを装備しています。 

インタフェースケーブルは、ホストコンピュータによって異なります。それぞれのホストコ 
ンピュータに合わせて IEEE 1284- 1994準拠の双方向パラレルケープルをご用意ください。 
パラレルインタフェースの信号線ピン配列は、「パラレルインタフェース」 （167 ページ） 
をご覧ください。 



2 


パラレルインタフエースケーブルを接続します。 

ケープルが外れないようにプリンタ側の止め金具で固定します。 



U ます。 


詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows Vista 環境で使用する 

參プリンタの設定 

WindowsVista から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「メニュー設定を初期化する」 （116 ページ）を参照してください。 


3 

j±c. 


參プリンタドライバの動作環境 

WindowsVista 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で双方向パラレルインタフェースを 
搭載している機種 


日本語版以外の OS には対応していません。 


參プリンタドライバのセットアップ 


&/I • ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアップし 
てください。 

• Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


ミ主./1セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限) 
-をもったアカウントでログオンしてください 0 


/ プリンタとコンピュータの電源が OFF に 
なっていることを確認します。 



2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

Windows Vista を起動します。 

すでに Windows Vista が起動している場合 
は、再起動してください。 


プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセツトアップされます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 



用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• トラクタフイーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことにより表示されます。 


3 



一用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

一出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

I • テー ブル： テー ブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

-印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

[^71• 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
^~ 設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




『スタート』-『コント□ールパネル』-『プ 
リンタ』を開き、画面上で右クリック後、 
さらに、『管理者として実行』-『サーバの 
プロパティ』を選択します。 




『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。 

入力後、『用紙の保存』をクリックします。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲で使用し 
てください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

參高さは1/6インチ単位で設定して<ださい。 

■^7] 0S 側の設定が1/6インチ単位のため、 
1/6インチ単位以外に設定した場合には 
実際の用紙サイズと 0S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 


^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 〔Courier 
(lOcpi)〕'〔OCR-B(IOcpi)〕、〔Roman (lOcpi)〕、〔Sanserif (lOcpi)〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsServer 2003環境で使用する 


•プリンタの設定 



WindowsServer 2003から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の 
値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「メニュー設定を初期化する」 （116 ページ）を参照してください。 

•プリンタドライバの動作環境 

WindowsServer 2003日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 


注 〆 日本語版以外の os には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 

[^7] • 通常はプリンタドライバ CD-ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さい0 

WindowsServer 2003付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ製 
のものに比べ機能が劣ります。 

• パラレルインタフエースで WindowsServer 2003と接続する場合、『プリンタのイ 
ンストール』では正しくセットアップできません。プリンタのインストールでセッ 
トアップすると、 WindowsServer 2003を起動するたびにプラグアンドプレイでの 
セットアップ画面（新しいハードウエアの検出ウィザード）が表示されますので、 
必ずプラグアンドプレイでセットアップしてください。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限） 
をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SE プリンタドライバがセットアップされている場合は、 
削除してからセットアップしてください。 

• プリンタドライバ CD-ROM の Readme . htm/txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 
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3 ホストコンピュータに接続する 


/ プリンタとコンピュータの電源が OFF に 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケーブルを接続します。 
プリンタの電源を roNj にします。 


WindowsServer 2003を起動します。 

すでに WindowsServer 2003が起動してい 
る場合は、再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセツトアップされます。 




C 『スタ-卜』-『プリンタと FAX 』 を選択し 
J ます。 

『プリンタと FAX 』 フォルダに作成された 
プリンタアイコンを選択し、「ファイル」メ 
ニューより「プロパティ」を選択します。 



6 


「詳細設定」タブを選択し、「新しいドライ 
パ」をクリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




7 「プリンタドライパの追加ウィザードの開始」 
が表示されたら、「次へ」をクリックします。 



ブリンタド5•{パ® a 択 

製适元とモデルによって®用 t るブリン$ドライ; W 決扔ます。 



'， V ゴ•ンスト-儿 


Iン5ド 5*0 W —節；:ない埔合は、[ディスク ft 


8 


「プリンタドライパの選択」が表示されたら、 
「ディスクの使用」をクリックします。 


製适元 

~ n 

プリンタ 

n 

Agfa 

Alps 

Apollo 

Apple 

APS-PS 

d 

^AGFA-AccuSet v52.3 

^AQFfl-AccuSetSF v6Z3 
^AGFA-AccuSet 800 
Sj'AGFA-AccuSet OTOSF v5Z3 

-1 


(匚ディス刪(也I) 


< 戻 5(e)[) 欠へ (tf>> J キレ j 



Q プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットし、「製造元のファイルのコ 
ピー元：」に次のように入力して、 「0 K 」 を 
クリツクします。 


ここでは CD - ROM ドライブが〇二の場合 
を例にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ WinS 2003 



•if) 「プリンタ」リストボッウスにプリンタ名が 
■ リ 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、「次へ」をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



1 i 「プリンタドライバの追加ウイザードの完了」 
//が表示されたら、「完了」をクリックします。 



丄 


この八ードウIア: 
カンタ 


d 謂 S との互換性を検IIする Windows □ゴテストに合格していません, 


トジョンの Win 


(广 亍ストが垂里で•本る珣由〉 


インストルを转行し fe 場合、システム®曲作が措なわれた<3、システム 
が不安定(こなるなど、重大な陵害を引き起こす要因となる q 孟性があり 
ます。今すぐインストールを中断し、 Windows □ゴテスト t 合格したリフ 
トウ： t アが入手玎绝かどうか、八ードケ t アペンター t 確認され S ことを、 
Microsoft は兹くお勧めします0 


y Or ハードウエアのインストール」画面で 
，— 「 Windows □ゴテストに合格していません」 
と表示されたら、「続行」をウリツクします。 





• jq 「詳細設定」画面で、 rex 」 をクリックします。 
これでセツトアップは終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフ ト 内のプリンタプ□パティで表示されます。 



レィ F 5 卜 「用駆貿1 


トレイの逞択 

給紙方法©: 自助逞択 


星絲田設定 cyx..」 

OK I ^キャン ill レ」適用 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• カツトシートフイーダ 
• トラクタフイーダ 
• 自動選択 

• 「自動選択」のまま印刷すると、デバイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


—用紙サイス' 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

一 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 



■^71* 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 

- 設定が優先されます。そのため、確実に 

印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 



任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



/ 『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 
『ファイル』-『サーバのプロパティ』を選 
択します。 



〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。 

入力後、『用紙の保存』をクリックします。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲で使用し 
てください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 

OS 側の設定が1/6インチ単位のため、 

1/6インチ単位以外に設定した場合には 
実際の用紙サイズと 0S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 


^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 〔Courier 
(lOcpi)〕 、 〔OCR-B(IOcpi)〕、〔Roman (1Ocpi) 〕、 〔SanSerif (lOcpi)〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsXP 環境で使用する 


參プリンタの設定 


WindowsXP から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻して 
ください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「メニュー設定を初期化する」（116ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

WindowsXP 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 



注/日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 

• 通常はプリンタドライバ CD-ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さい0 

WindowsXP 付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ製のもの 
に比べ機能が劣ります。 

• パラレルインタフエースで WindowsXP と接続する場合、『プリンタのインストー 
ル』では正しくセットアップできません。プリンタのインストールでセットアッ 
プすると、 WindowsXP を起動するたびにプラグアンドプレイでのセットアップ画 
面（新しいハードウエアの検出ウィザード）が表示されますので、必ずプラグア 
ンドプレイでセットアップしてください。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限） 
をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SE プリンタドライバがセットアップされている場合は、 
削除してからセットアップしてください。 

• プリンタドライバ CD-ROM の Readme . htm/txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 
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3 ホストコンピュータに接続する 



プリンタとコンピュータの電源が OFF に 
なっていることを確認します。 



2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

WindowsXP を起動します。 

すでに WindowsXP が起動している場合は、 
再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセツトアップされます。 



5 


『スタート』-『プリンタと FAX 』 を選択し 
ます。 

『プリンタと FAX 』 フォルダに作成された 
プリンタアイコンを選択し、「ファイル」メ 
ニューより「プロパティ」を選択します。 



6 


「詳細設定」タブを選択し、「新しいドライ 
八」をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



ブリン5ドライパの追加ウィザ'•ドの開始 

イザ-卜方使用すと、カン$ド5心法インスト-ルできます。 


筏行す MS ' D 欠へ]紗ククしてく耽 t \> 



7 「プリンタドライバの追加ウィザードの開始」 
が表示されたら、「次へ」をクリックします。 



8 


「プリンタドライパの選択」が表示されたら、 
「ディスクの使用」をクリックします。 



ディスクからインストール 




しき下の s 正し®ィブ腿 fe ? 銳為し ASlH 、。 


9 


製造元のファイルのコビー元ぬ)： 


D：¥Driver¥SE¥WinXP 

V 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ド 
ライプへセツトし、「製造元のファイルの 
コピー元：」に次のように入力して 、 roKj 
をクリツクします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q 二の場 
合を例にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE¥WinXP 




if ) 「プリンタ」リストボックスにプリンタ名が 
■ リ 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、「次へ」をクリックします。 


如ン $ 

へ 

OKI MKROLINE 5320SE 

V| 

OKI MKTOUNE 8340 SE 

OKI MIOTOUNE 8350 SE 


こ<0ドライパはデジタル塞名されていません。 r ディスク使用 ( u >- 1 

ドライパの S 名垂華な if 由 


I く辭® I 


||次へ妙> ] llj 
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3 ホストコンピュータに接続する 




•1-1 「プリンタドライパの追加ウィザードの完了」 
/ /が表示されたら、「完了」をクリックします。 



「ハードウエアのインストール」画面で 
, — 「 Windows □ゴテストに合格していません」 
と表示されたら、「続行」をクリックします。 



j ^ 「詳細設定」画面で、 「 ok 」 をクリックします。 
これでセツトアップは終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• トラクタフイーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 
參給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出して<ださい。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことにより表示されます。 


—用紙サイス' 



MICRO LINE 5350SE 詳 Si オプション r?|[XI 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

-出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


^7] • 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
— 設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字 バターンの ドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 
『ファイル』-『サーパのプ□パテイ』を選 
択します。 


3 

j±c. 



『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。 

入力後、『用紙の保存』をクリックします。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲で使用し 
てください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 

0S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

-1/6インチ単位以外に設定した場合には 

実際の用紙サイズと 0S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 


^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの 指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 〔Courier 
(lOcpi)〕 、 〔OCR-B(IOcpi)〕、〔Roman (1Ocpi) 〕、 〔SanSerif (lOcpi)〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows 2000環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows 2000から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「メニュー設定を初期化する」 （116 ページ）を参照してください。 


3 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows 2000日本語版の動作するコンビュータ 

7 ^] • 日本語版以外の OS には対応していません。 

- • ARC 互換 RISC ベースのプロセッサ （ MIPS ® シリーズ、 Alpha 、 PowerPC ™ など） 

のシステムには対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 


注 / j • プリンタドライバのセットアップは「プリンタの追加」から行います。 

• Administrator の権限が必要です。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている場 
合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 


/ プリンタとコンビュータの電源が OFR こ 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 
プリンタの電源を roNj にします。 


Windows 2000を起動します。 

すでに Windows 2000が起動している場合 
は、再起動してください。 

『新しいハードウエアの検出ウィザード』画 
面が表示された場合は、『キャンセル』をク 
リツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


IZ 『スタ-卜』-『設定』-『プリンタ』を選択 
ひします。 

『プリンタ』フォルダ内のプリンタアイコン 
を確認し、セットアップしようとしている 
プリンタアイコンがすでにある場合は、右 
ボタンでクリックし、『削除』を選択します。 


6 


『プリンタの追加』をダプルクリックします。 


ブリン⑽追加ウィザ-ド 





このウドを使?と、カン知 H ンストう l ^( J カン如)接続を行 5 


铳行す5には、じ欠初 1 助してください。 


t 匚这 MEOl キゃン恤 j 


7 『プリンタの追加ウイザードの開始』画面で、 
『次へ』をクリックします。 




8 


『□—カルプリンタ』を選択し、『プラグア 
ンドプレイプリンタを自動的に検出してイ 
ンストールする』のチェックを外して、『次 
へ』をクリックします。 

[^7] 必ず『プラグアンドプレイプリンタ 
* を自動的に検出してインストールす 
る』のチェックを外してください。 



9 


『次のポートを使用』を選択して、 [ LPT 1: 
プリンタポート』を選択し、『次へ』をクリツ 
クします。 


45 









































3 ホストコンピュータに接続する 


ディスク使用砂... 


10 


『ディスク使用』をウリツクします。 


11 


『インストール』画面が表示されたら、プリ 
ンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドライブ 
へセットして、「製造元のファイルのコピー 
元：」に次のように入力して [ OK ] をクリツ 
クします。 



『プリンタ』でプリンタの機種名を選択し、 
『次へ』をクリックします。 


13 


『既存のドライパを使ろ』画面が表示された 
場合は、『新しいドライパに置き換える』を 
選択し、『次へ』をクリックします。 


14 


『プリンタ名』を確認し、『通常使うプリンタ』 
で『はい』を選択し、『次へ』をウリツクし 
ます。 


ここでは CD - ROM ドライプが Qi の場 
合を例にしています。 

D :¥ D 「 ive 「¥ SE ¥ Win 2000 
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3 ホストコンピュータに接続する 




1 C 『このプリンタを共有しない』を選択し、『次 
■リ へ』をクリックします。 


テストページを印刷する場合は『はい』を、 
/ 〇 印刷しない場合は『いいえ』を選択し、『完 
了』をクリックします。 


ブリン袖細ウィザ-ド 


ブリン5の追加ウィザードを完了しています 

ブリン iNDiifinO ィザ-ド統了はし fe 。 

カン次の設定が指定されま wt 


名前： OKI MICROLINE 5350SE 

共有： <3f 共有> 


ポート： LPT1： 

モデル： OKI MICROLINE 5350SE 


通常05： はい 
テストべ一9:はい 


H 7『プリンタの追加ウィザードを完了していま 
// す』画面で、『完了』をクリックします。 


ウ • r ザ'•ド袖叱沈は、院了]を勿9ゥしてく歧 u 

<戻5©歷 


I 芫ァ || 


キゃン J 



IQ 『デジタル署名が見つかりませんでした』画 
■ 。 面で、『はい』をクリックします。 

ファイルのコピーが開始されます。 



1 Q 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコン 
1 ^ が作成され、セットアップの完了となりま 
す。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフィーダ 
• トラクタフィーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出して<ださい。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタのプ□パティで表示される r 用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


~用紙サイズ 





用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 



* 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
— 設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



早 



/ 『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファ 
イル』-『サーバーのプロパティ』を選択し 
ます。 


ウ 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をクリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用 
紙サイズを作成しても、プリンタドライパ 
で選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 

os 側の設定が 1/6 インチ単位のため、 

^-1/6インチ単位以外に設定した場合には 

実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。その 
ため、思い通りの印刷結果が得られな 
い場合があります。 

^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの 指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕、〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman (1 Ocpi ) 〕、〔 Sanserif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsMe 環境で使用する 

參プリンタの設定 

WindowsMe から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「メニュー設定を初期化する」（116ページ）を参照してください。 


3 

j±c. 


參プリンタドライバの動作環境 

WindowsMe 日本語版が動作するコンピュータで 、 IBM PC / AT 互換機、 PC -9821 シリーズ 
(双方向パラレルインタフェース対応機のみ） 


ay ] S 本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 

|注.，| • プリンタドライバのセットアップは「新しいハードウエアの追加ウィザード」か 
ら行います。「新しいハードウエアの追加」を検出しない場合は「プリンタの追 
カロ」からセットアップを行ってください。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている 
場合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する 
補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セッ ト アップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 


『新しいハードウエアの追加ウイザード』からのセットアップ 



プリンタの電源を rONJ にします。 


2 


WindowsMe を起動します。 

すでに WindowsMe が起動している場合は、 
再起動してください。 



〇 『新しい ハー ドウエアの追加ウィ ザー ド』が 
^ 表示されたら、『ドライパの場所を指定する 
(詳しい知識のある方向け)』を選択して『次 
へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




4 


プリンタドライパ CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドラ 
イプへセットして、『使用中のデパイスに最 
適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、 
『検索場所の指定』にチェックし、次のよう 
に入力して、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが^の場 
合を例にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE¥WinMe 




5 

6 


プリンタドライパが見つかったことを確認 
し、『次へ』をクリツクします。 


『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
を確認し、『次へ』をクリックします。 




7 テストページを印刷する場合は『はい（推 
奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリツクします。 


8 


『完了』をウリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



Q 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
^ 作成され、セットアップは完了となります。 



『プリンタの追加』からのセットアップ 



2 

3 

4 


プリンタとコンピュータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 

コンピュータの電源を ON にして、 
WindowsMe を起動します。 

『スタート』-『設定』-『プリンタ』を選択 
します。 

『プリンタの追加』をダブルクリックします。 



5 


『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
れますので、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



カン如ど a ；： 招続されていますか？ 

カンタがこ®;]ンビ1一切こ直招つながっている埸合は[□-カルカン切 
を、則の]ンピュー虻接続されてい5垠合は[ネットワークカン切を逞 

F □一カルプリンタ (U I 


<戾 5>( s > 麻 y -]！ I キゃン t ル」 


6 


^ m 竊飄驅為微驗&齡深 

^ 参照して互換性のあ5ブリン$を逞択してく 3£さい。 


カン $(£>: 


Apple 

APTi 

AST 

AT&T 

Brother 




AQFA-AccuSet 1000SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 1000 SF v52.3 
AGFA-AccuSet 1500 
AQFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 800 
wj AGFA-AccuSet 800SF v 2013.108 




| | [テ孤使用. | 


< 戻 5® __ 次へ > _ | _キゃンセル」 


『□—カルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 


7 


製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 



デバイスの製适元が配布するインストー 
ルディスクを指定したドライゴに入れ 
て、 [0K] をクリックしてください。 


参照⑧… 


製造元ファイルのコビー元： 


|D：¥DRIVER¥SE¥WinMe 

つ 


9 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブへセットし、『製造元ファイルのコピー 
元』に次のように入力し、 『 OK 』 をクリツ 
クします。 


『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 



OKI MICROLINE 5350 SE 

このブリン切;:はドパが既；:インスト“ルされています。現在のド 
テ f パをそのまま使いますか？新し0ドライパを使うと、印刷結果が 
異な5こと獅ます。 


[ f ? 新しいドライパに蚩き換える® 


<戻純 )I 


职 T :|■ キゃン t ル」 


10 


『このプリンタにはドライパが既にインス 
トールされています。』といろ画面が表示さ 
れた場合は、『新しいドライパに置き換える』 
を選択し、『次へ』をクリツウします。 


ここでは CD - ROM ドライプがの場 
合を例にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE¥WinMe 



:?リン⑽追加ウイザード 


ディスクからインストル 


ブ J >5® 追加 ウイ ザード 


ff 
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3 ホストコンピュータに接続する 





11 『利用できるポート』から 『 LPT 1:』 を選択 
' 1 し、『次へ』をクリックします。 


3 

j±c. 


/ク『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名 
' ^ 前を確認し、『次へ』をクリックします。 


1 A 亍ス トページを印刷する場合は『はい（推 
• 〇 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をクリックします。 



『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
'• 作成され、セットアップは完了となります。 


55 
























































3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをウリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プ□パティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 



用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•特別な用紙サイズを使う場合、ユーザー定義サイズを 
選択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格およ 
び印字範囲」の範囲で使用してください。 

參用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 

f ^7| OS 側の設定が1/6インチ単位のため、 

-1/6インチ単位以外に設定した場合に 

は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 

【ユーザー定義サイズダイアログ】 


|762 

[ 762 .. 3048 ] 

r 0.01インチ® 

|686 

二 j [ 686 .. 4216 ] 

C 0.1 ミリ (M) 


:" i| キャンセルI 既定値に戻す®〉 | 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• カツトシートフイーダ 
• トラクタフイーダ 


參複数のユーザー定義サイズの用紙を使いたい場合、プリ 
ンタドライバをユーザー定義サイズごとにインス I 'ール 
してください。ドライバの名前にサイズ名を指定すれば、 
ドライパの切り替えで使用できます。 



• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出して<ださい。 



【詳細オプションダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプションタブでの設定 



印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


* 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 



•高速印字では、文字バターンのドットを間 
引き、高速で印字を行うため、高密度印字(通 
常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows98 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows 98 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「メニュー設定を初期化する」 （116 ページ）を参照してください。 


3 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows 98 日本語版が動作するコンピュータで 、 IBM PC / AT 互換機， PC -9821 シリーズ 
(双方向パラレルインタフェース対応機のみ） 


_ /1日本語版以外の 0 S には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 

注.，| • プリンタドライバのセットアップは「新しいハードウエアの追加ウィザード」か 
ら行います。「新しいハードウエアの追加」を検出しない場合は「プリンタの追 
カロ」からセットアップを行ってください。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている 
場合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する 
補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

Windows 98 日本語版オペレーティングシステム ( CD - ROM ) 


『新しいハードウエアの追加ウイザード』からのセットアップ 



プリンタの電源を roNj にします。 


つ Windows 98 を起動します。 

すでに Windows 98 が起動している場合は、 
再起動してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




技索方法折し assu 


I is m 中のデバイスに**!ド^ ma* 索《 <»> 


r 離»»伽-刪 u 心ス 



〇 『新しいハードウエアの追力□ウィザード』が 
^ 表示されたら、『次へ』をクリックします。 


3 

j±c. 


^ 『使用中のデパイスに最適なドライパを検 
^ 索する（推奨)』を選択して『次へ』をクリツ 
クします。 



5 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットして、『検索場所の指定』にチ 
エックし、次のように入力して、『次へ』を 
クリツクします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q 二の場 
合を例にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 98 



6 


プリンタドライパが見つかったことを確認 
し、『次へ』をウリックします。 



7 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
を確認し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




〇 テストページを印刷する場合は『はい（推 
^ 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 

選択し、『完了』をクリックします。 

J 主/途中で「ディスクの挿入」が表示された場 

- 1 合は、 「0 K 」 をクリックし、 CD - ROM ドラ 

イブに Windows 98 の CD - ROM をセットし、 
「ファイルのコピー元」に、 「 D :¥ Win 98」 
( CD - ROM ドライブが D : の場合)と入力 
し、 「 OK 」 をクリックします。 ( Windows 98 
がプリインストールされた環境において 
は、 CD - ROM の内容がハードディスクに 
保存されていますので、「ファイルのコ 
ピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 「 OK 」 をクリックします。） 



『完了』をウリツクします。 



if ) 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


『プリンタの追加』からのセットアップ 


/ プリンタとコンピュータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 


2 

3 


コンピュータの電源を ON にして、 Win - 
dows 98 を起動します。 

『スタート』-『設定』-『プリンタ』を選択 
します。 




4 


『プリンタの追加』をダブルクリックします。 



『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
れたら、『次へ』をクリックします。 



『ローカルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
クリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


ディスク使用 ⑻…I 



7 


製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をウリツクします。 



ディスクからインストル 





OK 

n 

V J 


= r ) V イスの製适元が配布するインストー 
ルディスクを指定したドライゴに入れ 
て、 [0 K ] をクリックしてください。 


キャン乜ル f 

参照 (&)••• 


配布ファイルの コビー 元： 


| D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 98 
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プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブへセットし、『製造元ファイルのコピー 
元』に次のように入力し、 『0 K 』 をクリッ 
クします。 


OKI MICROLINE 5350SE 

このブリンタにはドテ < パが IJ { にインストールされています。現在の 
ドライパをモのまま使0ますか？新しいドテ < パを使うと、印刷結果 
が異な綱ます。 


k C 新しいドライパに蛋き換える ® 



r , 

< 民る ( 昼） 

i . 々.い 


k 


ー キャンセル」 


9 


注.， 


10 


『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 

途中で「ディスクの挿入」が表示された場 
合は、 「 OK 」 をクリックし、 CD - ROM ドラ 
イブに Windows 98 の CD - ROM をセットし、 
「ファイルのコピー元」に、 「 D :¥ Win 98」 
( CD - ROM ドライブが D : の場合)と入力 
し、 「 OK 」 をクリックします。 （ Windows 98 
がプリインストールされた環境において 
は、 CD - ROM の内容がハードディスクに 
保存されていますので、「ファイルのコ 
ピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 「 OK 」 をクリックします。） 

『このプリンタにはドライパが既にインス 
トールされています。』といろ画面が表示さ 
れた場合は、『新しいドライパに置き換える』 
を選択し、『次へ』をクリツウします。 



ここでは CD - ROM ドライプが^の場 
合を例にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 98 
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3 ホストコンピュータに接続する 



『利用できるポート』から 『 LPT 1:』 を選択 
/,し、『次へ』をクリックします。 



/ク『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名 
' ^ 前を確認し、『次へ』をクリックします。 




1亍ス トページを印刷する場合は『はい（推 
，リ 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をクリックします。 

7^7] 途中で「ディスクの挿入」が表示された場 

^- 1 合は、 「0 K 」 をクリックし、 CD - ROM ドラ 

イブに Windows 98 の CD - ROM をセットし、 
「ファイルのコピー元」に、 「 D :¥ Win 98」 
( CD - ROM ドライブが D : の場合)と入力 
し、 「 OK 」 をクリックします。 （ Windows 98 
がプリインストールされた環境において 
は、 CD - ROM の内容がハードディスクに 
保存されていますので、「ファイルのコ 
ピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 「 OK 」 をクリックします。） 



『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
'• 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


參印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをウリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プ□パティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 



用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•特別な用紙サイズを使う場合、ユーザー定義サイズを 
選択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格およ 
び印字範囲」の範囲で使用してください。 

鲁用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 

7^71 0S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

-1/6インチ単位以外に設定した場合に 

は実際の用紙サイズと 0S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 

【ユーザー定義サイズダイアログ】 




1g(W)： 1762 

[762 .. 3048 ] 

r 0.01 インチ <p 

長さ (L>: |686 

-fj [ 686 .. 4216 ] 

0.1 ミリ⑽ 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 



キャンセルI _に戻す(切」 


•複数のユーザー定義サイズの用紙を使いたい場合、プリ 
ンタドライバをユーザー定義サイズごとにインストール 
してください。ドライパの名前にサイズ名を指定すれば、 
ドライバの切り替えで使用できます。 



§ファイル0編集(£〉表示 M 移勒 ( Q 〉 


5T ブリン⑽追加 

>5350 SE 4 XII インチ 
多 5350SE 5X11 イン f 
多 5350 SE 6X11 イ : 



• 一差し 4 一 

•カツトシート フイー タ' 

• トラクタフイーダ 


• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 


用紙の詳細オブシヨン 


「指定なし 


|ス5ッカ 



【詳細オプションダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


OK ] キゃンセル 丨 既定値に戻す ( fi ) I 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプションタブでの設定 



印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

7^71 • 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
^一一 定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 



•高速印字では、文字バターンのドットを間 
引き、高速で印字を行うため、高密度印字(通 
常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


•フォントの 指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows95 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows95 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻して 
ください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「メニュー設定を初期化する」（116ページ）を参照してください。 


3 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows 95日本語版の動作するコンビユータで、 IBM PC/AT 互換機、 PC-9821 シリー 
ズ（双方向パラレルインタフ i_ ス対応機のみ） 


_1日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 

注.个プリンタドライバのセットアップは「新しいハードウエア」から行います。「新し 
いハードウエア」を検出しない場合は「プリンタの追加」からセットアップを行っ 
てください。 

• Windows95 のバージョンによってセットアップ手順、画面表示などが異なりま 
す。 Windows95 のパージョンは「マイコンピュータ」アイコンを右ボタンでク 
リックし、「プロパティ」を選択すると表示されます。パージョンを確認の上、セッ 
トアップを行ってください。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている 
場合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD-ROM の Readme.htm/txt には、プリンタドライバに関する 
補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

Windows95 日本語版オペレーシヨンシステム （CD-ROM もしくはフロッピーディスク) 


Windows 95 のバージョンが4.00 .950 または4.00 .950 a の場合 



プリンタの電源を roNj にします。 


〇 Windows95 を起動します。 

^ すでに Windows95 が起動している場合は、 

再起動してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



〇 『新しいハードウエア』画面が表示された 
^ ら、『ハードウエアの製造元が提供するドラ 
イパ』を選択し、 『0K』 をウリツクします。 

7^71『デバイスドライバウイザード』が 

^- 1 表示された場合は 「4.00.950 B また 

は 4.00.950 C の場合」 （68 ぺージ） 

の手順にしたがってください。 



4 


プリンタドライバ CD-R 〇 M を CD-ROM ドラ 
イプへセツトして、「配布ファイルのコピー 
元：」に次のように入力し、 『OK』 をクリ 
ツクします。 


ここでは CD-ROM ドライプが0=の場 
合を例にしています。 

D:¥Driver¥SE¥Win95 





C 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
し/ を確認し、『次へ』をクリックします。 


テストページを印刷する場合は『はい（推 
^ 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 

選択し、『完了』をクリックします。 

^7] 途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、 

1 「〇 K 」 をクリックし、 CD - ROM ドライブに Win - 
dows 95 の CD - ROM をセットし、「ファイルの コ 
ピー元」に、 「 D :¥ Win 95」（ CD - ROM ドライブが 
D : の場合)と入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
(オペ レー ティングシステムがフロッピーディ 
スクの場合は、指定されたディスク （ DiskXX ) 

をフロッピーディスクドライブへセットし、 
「ファイルのコピー元」に 「 A :¥」 と入力し 「 OK 」 を 
クリックします。） 

7 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



Windows95 のバージョンが4.00 .950B または4.00 .950C の場合 



プリンタの電源を 『ON』 にします。 


Windows95 を起動します。 

乙 すでに Windows95 が起動している場合は、 

再起動してください。 



〇 『デパイスドライパウィザード』が表示され 
^ たら、『次へ』をクリックします。 



『場所の指定』をウリツクします。 



5 


プリンタドライバ CD-ROM を CD-ROM ドラ 
イプへセツトして、「場所」に次のように入 
力して、『〇 K』 をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライプがの場 
合を例にしています。 

D:¥Driver¥SE¥Win95 



このテつ、''ィ调の更新されたドラ■"、見つか y ました。 

OKI MICROLINE 5350SE 

このドライハ笮使用する埸合は、[売了]を押してくだ 3 U 別の 
卜'’ライハ'そ検索した 1 1塌合は、[埸所の指定]を押じ C くださ U 



埸所の指定 ©).. 


<居 •&(§)![ 亮了 ||如ン¢1レ」 


/?プリンタドライパが見つかったことを確認 
^ し、『完了』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



7 


『プリンタ名』に表示されるプリンタの名 
前を確認し、『次へ』をクリツウします。 



〇 テストページを印刷する場合は『はい（推 
〇 奨）』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 

途中で「ディスクの挿入」が表示された場 

^-合は、 「0 K 」 をクリックし、プリンタドラ 

イバ CD - ROM が CD - ROM ドライブへセッ 
卜されていることを確認し、「ファイル 
のコピー元」に、 「 D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 95」 
( CD - ROM ドライブが D : の場合)と入力 
し、 「0 K 」 をクリックします。 

さらに「ディスクの挿入」が表示された場 
合は、 「 OK 」 をクリックし、 CD - ROM ドラ 
イブに Windows 95 の CD - ROM をセットし、 
「ファイルのコピー元」に、 「 D :¥ Win 95」 
( CD - ROM ドライブが D : の場合)と入力 
し、 「 OK 」 をクリックします。（オペレー 
ティングシステムがフロッピーディスク 
の場合は、指定されたディスク ( DiskXX ) を 
フロッピーディスクドライブへセットし、 
「ファイルのコピー元」に 「 A :¥」 と入力し、 
「 OK 」 をクリックします。） 




Q 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコン 
リ が作成され、セットアップは完了となり 


ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


『プリンタの追加』からのセットアップ 



フ7イル (£) 編集迄）表示⑽ヘル: T ( il ) 


3 

wnmmu 


1悃のオフ y 工外 



2 

3 

4 


プリンタとコンピュータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 

コンピュータの電源を ON にして、 
Windows95 を起動します。 

『スタート』-『設定』-『プリンタ』を選択 
します。 

『プリンタの追加』をダプルクリックします。 



C 『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
リ れたら、『次へ』をクリックします。 



『口ーカルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
^クリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



7 製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 



〇 プリンタドライパ CD-ROM を CD-ROM ドラ 
^ イプへセツトし、『製造元ファイルのコピー 
元』に次のように入力し、 roKj をクリツ 
クします。 


ここでは CD-ROM ドライプが Q 二の場 
合を例にしています。 

D:¥Driver¥SE¥Win95 




Q 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
。 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 




if ) 『このプリンタにはドライパが既にインス 
/ V卜ールされています。』という画面が表示さ 
れた場合は、『新しいドライパに置き換える』 
を選択し、『次へ』をクリックします。 


14 『利用できるポート』から 『LPT1:』 を選択 
/ ,し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名 
' ^ 前を確認し、『次へ』をクリックします。 



7 7テストページを印刷する場合は『はい（推 
_ 〇 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリックします。 

7^1途中で「ディスクの挿入」が表示された場合 
^——'は、 「0 K 」 をクリックし、 CD - ROM ドライブに 
Windows 95 の CD - ROM をセツトし、「ファイル 
のコピー元」に、 「 D :¥ Win 95」（ CD - ROM ドライ 
ブが D : の場合)と入力し、 「 OK 」 をクリック 
します。（オペレーティングシステムがフロツ 
ピーディスクの場合は、指定されたディスク 
( DiskXX ) をフロッピーディスクドライブへセッ 
卜し、「ファイルのコピー元」に 「 A :¥」 と入力し 
「0 K 」 をクリックします。） 



『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
'• 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをクリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プ□パティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 -用紙サイズ 



用紙サイズを選択します。 

•特別な用紙サイズを使う場合、ユーザー定義サイズを選 
択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格および 
印字範囲」の範囲で使用して<ださい。 

•用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 

^7] 0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が 生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合が あります。 

【ューザー 定義サイズダイアログ】 


g -す'' •定 II サイス’' 



|762 

g|[ 762 . 3048 ] 

r am ノ刊 i) 

長さ (g: 

|686 

^][686 .. 4216 ] 

(7 0.1 ミ ! Km) 



_| ' 和娜 I 一《*9こ居す ©) I 


•複数のユーザー定義サイズの用紙を使いたい場合、プリ 
ンタドライパをユーザー定義サイズごとにインストール 
してください。ドライバの名前にサイズ名を指定すれば、 
ドライバの切り替えで使用できます。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• トラクタフイータ' 


フ7イル (£) 編集( I )表示切 


1フすノタの追加 

45350 SE 4 XII インチ i 
^ i 5350 SE 5 X 1 lO ? 
多 5350 SE 6 XII インチ 


4個のオフ V ' i 外 


• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 




陶の詳細設定 


排出方法® 



【詳細設定ダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
テーブル：テープル側に排出します。 

スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 



キャンセル_| _樘準Iこ戻す (£) 」 


73 































































3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプシヨンタブでの設定 




印刷品質 


印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


• 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


• 高速印字では、文字バターンのドットを間 
引き、高速で印字を行うため、高密度印字 
(通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman (1 Ocpi) 〕、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsNT4.0 環境で使用する 

參プリンタの設定 

WindowsN 丁 4.0 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「メニュー設定を初期化する」（116ページ）を参照してください。 


參プリンタドライバの動作環境 


Windows NT Serve「4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0日本語版の動作す 
るコンピュータ 

• 日本語版以外の OS には対応していません。 

^- • ARC 互換 RISC ベースのプロセッサ （ MIPS ® シリーズ、 Alpha 、 PowerPC ™ など） 

のシステムには対応していません。 

• WindowsNT 3.51 用プリンタドライバは WindowsNT 4.0 用ディスクの NT 351 ディ 
レクトリに入っていますが、 WindowsNT 3.51 についてのサボートは行っており 
ません。詳細は NT 351 デイレクトリ内にある readme . txt をご覧ください。 


參プリンタドライバのセットアップ 

WindowsNT4.0 を起動した状態からのセットアップ手順を説明します。 

セットアップには、次のものをご用意ください。 

• プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

• WindowsNT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0日本語版オペレー 
テインヴシステム （CD-ROM) 


： + • Administrator の権限でログインしてからセットアップしてください。 

^- • すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている 

場合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する 
補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

なお、説明の中では、 DOS/V PC で WindowsNT Wo「kstation4.0 日本語版を使用します。 



プリンタウィザードを起動させます。 

『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『プリ 
ンタの追加』で起動します。 


2 


『このコンピュータ』をチェックし、『次へ』 
をクリックします。 







3 ホストコンピュータに接続する 


接続ポートを選び、『次へ』をクリックします。 


製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブへセツトして、『配布ファイルの コピー 
元』を次のように入力し、 『 OK 』 をクリツ 
クします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q 二の場 
合を例にしています。 
D :¥ Driver ¥ SE ¥ Nt 40 


『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 


『このプリンタにはドライパが既にインス 
トールされています。』という画面が表示さ 
れた場合は、『新しいドライパに置き換える』 
を選択し、『次へ』をウリツクします。 



乃ン5の製适 7E とモテ'ルをクリックしてくた3い。乃ン5にインストルテ'イス TO、 何届じ 

こなぃ*^似の 7 :观 



<戻: i 欠へ妙 〉 I I キゃンセル 
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3 ホストコンピュータに接続する 



『プリンタ名：』に表示されるプリンタの名 
前を確認し、『次へ』をクリックします。 



Q プリンタを共有する場合は『共有する』を 
リ 選択して共有名を入力し、共有しない場合 
は『共有しない』を選択して、『次へ』をク 
リツクします。 




テストぺ-ジを印刷する場合は『はい』を、 
1 ^ 印刷しない場合は『いいえ』を選択し、『次 
へ』をクリックします。 

途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、 

^- 「0 K 」 をクリックし、 CD - ROM ドライブに Win - 

dowsNT 4.0 の CD - ROM をセットし、 「コ ピー元」 
に 「 D :¥ i 386」( CD - ROM ドライブが D : の場合) 

と入力し、 「 OK 」 をクリックします。 



1 ■/『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
, ■ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


ぺージ設定タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 
アプリケーションによっては、「ページ設定」タブでの設定より、アプリケーションソフト 
の用紙設定での設定内容が優先されます。 


f^OKI MICROLINE 5350SE の既定の卜''キュブントのプロノ {ティ 



用紙サイズ 


用紙サイズを選択します。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• カツトシートフイータ' 
• トラクタフイーダ 
• 自動選択 


• 「自動選択」のまま印刷すると、デバイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 
參給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細タブでの設定 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタのプ□パティで表示されます。 



-用紙/出力 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

-印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 



* 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
^一一 設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 



任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 

『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファ 
イル』-『サーバーのプロパティ』を選択し 
ます。 


『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。 

入力後、『用紙の保存』をクリックします。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲で使用し 
てください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 


1 ^] 0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 

^ 作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 



. 函 il 編集©表示祕へルフ°砂 

シ3-トカットの作成© 

肖卿 
名前の変更 (M) 

フ11がテイ 


■-」 口 1 x 1 


閉じる ◎ 


屬 #• 


フ辦の追加 


MICROLINE 

5350 SE 


このサ-が一のフ 4 D ハ*テイを表示します。 


2 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕、〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows3.1 環境で使用する 

參プリンタの設定 

Windows3.1 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻し 
てください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「メニュー設定を初期化する」（116ページ）を参照してください。 


3 

j±c. 


參プリンタドライバの動作環境 

MS-DOS 上で動作する Windows3.1 日本語版の動作するコンピュータ 

Windows 3.1 日本語より前のパージョンについては、動作の保証は致しかねます。 
^—また、日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのインストール 

Windows3. 1を起動した状態からのインストール手順を説明します。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

Windows3.1 日本語版オペレーティンヴシステム（フロッピーディスク） 

プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補足 
情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 




『コント□ールパネル』の『プリンタ』をダ 
ブルクリツクします。 


ブリンタの設定 

1 — t 1 ■ ' • “ 1 

「近币 1 叉フノソノツ 

OKI MICROUNE 801 PS+F - LPT 1: 


-組み込まれているゴリンタ ( f >: 

|接続ゆ...| 


| 設定 (§)"• | 

i a 

1登錄の則除 ( R 〉 1 

|通常使ろアリ乃として設定中| 

| 11( A ) >> I 

区！ブリントマネージャを使う ( y ) 



2 


『追加(△)»』をウリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•通常使うブリンター 
OKI MICROQNE 801PS+F - LPT1: 


組み込まれているブリンタ (P):_ 


f 通常使ろアリ乃として設定(|) | 


区！ブリントマネージャを使う (u) 


字ャ冲ル 


接続(〇.., 


設定⑸", 


登錄の則除 ( R ) 




UT(H) 


組み込むブリンタの逞択 (L): 



I 組み込み ① ... I 


Canon Bubble-Jet BJ-10v 
Canon Bubble-Jet Bj-10v Custom 


一覧からブリンタを逞択し、【組み込み】ボタンを押してください。 
設定できるオブションの詳細を参照するとさは、 h ルァ】ボタンを押 
してください。 


一覧にない、または更新されたゴ 
リンタドライバのファイルが入っ 
ているフロッピ'-ディスクを彳审入 
してください。 


D:¥Driver¥SE¥Win31 


OK 


tryu 


参照 ( B ).. 


UT ( H ) 


3 


4 


『一覧にないプリンタや更新されたプリンタ 
の組み込み』を選択し、『組み込み⑴...』を 
クリツクします。 


プリンタドライパ CD-ROM を CD-ROM ドラ 
イプへセットして、次のように入力し、『0 
K』 をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライプが I の場 
合を例にしています。 

D:¥Driver¥SE¥Win31 



OKI MICROLINE 8340SE 
OKI MICROLJNE 8350SE 
OKI MICROQNE 8370 SE 
OKI MICR01INE 8480 SE 
OKI MICROLINE 8480SER 


ペルア ( H ) 


5 


注/ 


プリンタの機種名を選択し、『〇 K』 をクリッ 
クします。 

途中で「プリンタの組み込み」が表示された場合 
は、要求されたファイルが格納されている 
Windows 3.1 セットアップディスクをフロッ 
ピーディスクドライブへセットし、 「 A:¥」 を指 
定して 「OK」 をクリックします。 


「通常使うブリンタ- 

OKI MICROUNE 801PS+F - LPT1: 


「組み込まれての 〗 るブリンタ(の:_ 


I ii 常使ろアリ：^として設定 ( p 1 


区！ブリントマネージャを使う (y> 
組み认むづリン々の逗択 (L): 


Apple LaserWriter 11 NlX-J 
Canon Bubble-Jet BJ-IOv 
Canon Bubble-Jet BJ-IOv Custom 


終了 


接続ゆ.. 


設定ゆ... 


登錄の則除(杉〉 


: siMA ; / 


UT(H) 


[ 組み込み(1)... ] 


一覧からブリンタを逞折し、【組み込み】ボタンを押してください。 
設定できるオブションの詳細を参照するときは、 h ルア】ボタンを押 
してください。 


6 


インストールが終了すると『組み込まれて 
いるプリンタ(巳）：』にプリンタの名称が追 
加されています。 



一覧 I こなし、アリンヲゃ更新されたアリ乃の組み込み 


，: i •«—. n . r 「二——:「 ■ ： : r ： 




一覧にないブリンタや更新されたブリンタの追加 


ブリンタの組み込み 


OKI MICROQNE 80 PS+F - LPT : 


ブリンタの設定 


HHIP 
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3 ホストコンピュータに接続する 



7 更に、通常使うプリンタとして設定する場 
’ 合は、『通常使うプリンタとして設定 (E)』 
をクリツクします。 



『終了』をクリックします。 

これでプリンタドライパのインスI■'ールは 
終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の選択 



84 


使用する用紙サイズなどの設定は『コントロールパネル』の『プリンタ』を選択し、『設定 
( s ).. j をクリックして設定します。 


I - 給紙方法 


—用紙サイス' 


給紙方法を選択します。 


用紙サイズを選びます。 


• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• トラクタフイーダ 


給紙方法を切り替えるときは印刷済みの 
用紙を排出してください。 




OKI MICROQNE 5350SE 


解像度 < R ): 


■給紙方法(少： I 手差し 


180x180 

|±| 1 OK 1 

A4 210 x 297 mm 

1*1 | tyjtn | 


□ Windows3.0 アア 1 ガ - ジョン⑼） 




「印刷の向ぎ_ 


|—k ® m ?) 

|A| Omi) 


I ヘルア ( t ) 


I 八'ヂヨン，(ひ " I 


•〔ユーザー定義サイズ〕を選択した場合は、 
用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
•用紙の長さは1/6インチ単位で設定してく 
ださい。 

〇 S 側の設定が 1/6 インチ単位の 
^~ 1 ため、 1/6 インチ単位以外に設 
定した場合には実際の用紙サ 
イズと〇 S 内部で管理している 
用紙サイズに差が生じます。そ 
のため、思い通りの印刷結果 
が得られなし、場合があります。 

•〔ユーザー定義サイズ〕は単票を使う場合 
に有効です。連続紙を使う時は、「連続紙 
縦氺 inch 」 を選んでください。 


印刷の向き 


【ユーザー定義サイズダイアログ】 


印刷の方向を選びます。 

•横を選択した場合、90度回転した状態で印刷 
されます。用紙を横置きにした場合と、同じ 
イメージになります。この場合、プリンタの 
用紙のセツトは縦置きにします。 

【オプションダイアログ 】^ - 



•単位- 

④醒麵 

〇 0.01 イン ， (p 



幅の範囲： [ 762 .. 30481 

長さの範囲：丨686 •. 42161 


用紙の尋： [ Z 62. 
用紙の長さ 


[ OK ] I tr'AH 1 



- fvr リンヂ—— 
〇なし (p 
〇粗 ( Q ) 

④國 

〇 %'J ア - KT ) 


_ 明暗の制御 q ) 一 
b 音 

r»r 1_1 

標準 




0 K 


[ 本ャ冲ル 

「ヘルア ( H ) 


ヨン情報 ( a ). 


印刷品質 g 速（片方向印 宇 )] ±j 


-印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字)：片方向で高密度に印刷します。 

• 高密度（両方向印字)：両方向で高密度に印刷します。 

7^71 • 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定が 
^— 優先されます。そのため、確実に印字速度を指 
定したい場合はプリンタ本体の設定を変更して 
ください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以 
下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


• 高速印字では、文字パターンのドットを間引き、 
高速で印字を行うため、高密度印字(通常印字) 
に比べ、文字が薄く見えます。 





























































































3 ホストコンピュータに接続する 


•フォントの指定 


ほとんどのアプリケーションソフトウエアで、フォントを指定できます。 


M ■名 ( F >: 


I 園 


1樘準明朝 

♦ 

a 

明朝 


週 

眉 

,明朝(内 
,明朝(内麻）倍角 
,明朝倍角 



19W 

r-HF 

• T - ルド佛ク 


サンブルー 


Aa あぁア7亜宇 


最も近い Windows : fcO 卜が使われます。 


高速に印刷させたい場合は、マークのつ 
いたプリンタフォントを指定してください。 
ほぼ画面表示どおりに印刷させたい場合は、 
^マークのついた TrueType フォントを指 
定してください。ただし、ビットマップイ 
メージで転送しますので、時間がかがりま 
す。 



• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕、[ OCR-B ( lOcpi)〕、[Roman ( lOcpi)〕、[SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類 
のプリンタフォントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近い 
フォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないこと 
があります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ同 
じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕 
の縦横2倍）の指定はできません。 

•レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することを 
お勧めします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


DOS 環境で使用する 

市販のアプリケーションソフトウエアのほとんどのものに、使用するプリンタを選択する 
項目があります。 

印刷する前に、以下の優先順位に従って選択します。 



優先順位 

プリンタ名 

1 

MICROLINE 5350 SE 

2 

ESC/P 24- J 84 

3 

VP -800 


•プリンタの選択方法は、それぞれのアプリケーションソフトウェアにより異なり 
ます。具体的な選択方法は、アプリケーションソフトウェアのマニュアルを参照 
してください。 

•アプリケーションソフトウェアによっては、正常に印字が行えない場合や、印字 
結果が異なる場合があります。 

• アプリケーシヨンソフトウェアによっては、本プリンタの機能の一部がサボート 
されていない場合があります。 
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4 用紙の取り扱い 

〜いろいろな用紙をプリンタにセットします〜 
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4 用紙の取り扱い 


単票をセツトする 


參単票のセット 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

連続紙がセツトされているときは、排出してください。 

詳細は、「連続紙の排出方法」 （95 ページ）を参照してください。 



〇 オフライン 状態で 「単票/帳票/排出方向」 スイッチ 
^ を押して単票モードにします。 

単票モードのとき「単票」ランプが点灯します。 


3 


単票の左端位置にぺーパガイドをセットします。 

• 目盛上の「▼」の位置が1文字目の中心になります。 

•封筒を使用する場合、封筒のフラップ（のり付け部） への 印字 
を避けるため、フラップの大きさに合わせてシートガイドを調 
整してください。 



^71封筒を使用する場合、用紙厚の調整は必ずマニュアル 

-ギャップ調整で行ってください。「用紙の厚さに応じた調 

整方法」（100ぺージ）を参照してください。 
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4 用紙の取り扱い 


4 


単票の左端をぺーパガイドに合わせて、そのまま奥に突き 
当たるまでまっすぐ差し込みます。 


単票が自動的に吸入され、「印字可」ランプが点灯します。 



7^71 • 複写紙を使用する場合は、シートスタッカへ排出して 
—ください。 

•用紙が途中でつまってしまったときは、「用紙」ランプ 
が点滅します。 

用紙を引いて「印字可」スイッチを押しアラームを解 
除します。アラーム解除後、用紙をセットし直してく 
ださい。 

• 用紙が曲がってセットされたり、印字位置まで送られ 
なかった場合には、「改頁/高速印字」スイッチで用紙 
を排出し、再度セットし直してください。 

• 印刷済みの用紙をシートスタッカにためすぎないでく 
ださい。総紙厚が 8 mm 程度になったら、たまった用紙 
を取り除いてください。 

• 封筒はフラップ部を折り返さずに使用してください。 
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4 用紙の取り扱い 


參単票の排出方法 

単票がプリンタ内部に残っている場合は、次の手順で単票を排出します。 



「印字可」 スイッチを押し、オフライン状態にします。 



〇 「改頁/高速印字」または「ロー ド退避/自動給紙」 

^ スイッチを押します。 

用紙が自動的に排出されます。 



•単票排出方向の切り替え 

単票の排出方向を、テーブル側かシートスタツカ側かに切り替えられます。 

単票手差しモードで指定できます。 

•カッ トシート フィー ダを取り付けているときは、シートスタ ッカ 側へ排出します。 

- • 自動給紙モードのときは、シートスタッカ側へ排出します。 

•電源スイッチを 「 OFF 」 にすると、メニユー設定の排出方向に戻ります。恒久的 
に設定する場合は、メニュー設定を変更してください。 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


^ 「単 票/帳票/排出 方向」スイッチを押します。 

「排出方向」ランプが点灯している場合はテープル側へ、消灯し 
ている場合はシートスタツカ側へ排出します。 


単票/帳票 
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4 用紙の取り扱い 


連続紙をセツトする 


♦連続紙のセット 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

•単票がセットされていた場合は、「用紙」ランプが点滅します。 
用紙を取り除いてから「印字可」スイッチを押して、「用紙」 
ランプを点灯させます。 

• シートスタツカ上に単票が残っているときは、取り除きます。 


? オフライン状態で「単票/帳票/排出方向」スイッチ 
^ を押して連続紙モードにします。 


連続紙モードのとき「単票」ランプが消灯します。 


3 


テーブルを開きます。 



4 


左側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、横方向の 
印字位置を合わせます。位置を合わせたら、ロックレバー 
を押し下げて固定します。 


目盛上の「▼」の位置および菱形の孔の中心が、横方向の1文字 
目の中心になります。 


目盛り 







4 用紙の取り扱い 


5 


右側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、連続紙の 
幅に合わせて移動します。 

シートガイドは左右のピントラクタの中央に移動します。 




6 


左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
ントラクタカバーを閉じます。 

7^71左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置がず 
^—れないように注意してください。 


ピントラクタカパー ピントラクタカパー 



92 


















































4 用紙の取り扱い 


7 右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロックレバー 
’ を押し下げて固定します。 

^7] 連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注意してく 
’ • ださい。 


連続紙のスプ□ケット孔に対する 
スプ□ケットピンの位置 


© 


© 


© 



X 〇 X 




8 


テーブルを閉じ、 「ロード退避/自動給 紙」スイッチ 
を押します。 


1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られます。 



Q 「EP 字可」 スイッチを押します。 

「印字可」ランプが点灯します。 


印字可 

In 

^ 7 \ 連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続 
紙を取り除き、再度セットし直してください。 
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4 用紙の取り扱い 


■^71 連続紙を使用するときはシートスタツカのシートサボータを収納してく 



• 連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてください。 

左右方向のずれは、 3cm 以下にしてください。 

• プリンタの前部と机の縁を合わせてください。 

• プリンタの後部は印字後の用紙スペース確保のため、壁から 60cm 以 
上離してください。 

• インタフエースケープルや電源コードが用紙と干渉しないようにして 
ください。 

60cm 以上 


3cm 以下 


/////// 7 //////\ 7 ///////////// /7 // /7 / / 


床 


壁 



Eogl> 


Dr 


al 
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4 用紙の取り扱い 


•連続紙の排出方法 

印刷が終わった連続紙は、次の手順で排出します。 

♦印刷済の連続紙を切り取るとき 



「印字可」 ランプが点灯している状態で、 「拡張/用紙 
カツト」 スイッチを押します。 


連続紙がシートスタツカ側に繰り出されます。 



抑 


2 


連続紙をミシン目から切り取ります。 



マ もう一度 「拡張/用紙カツト」 スイッチを押します0 

連続紙が元の位置に戻ります。 


拡張 
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4 用紙の取り扱い 


♦連続紙を外すとき 



「印字可」ランプが点灯している状態で、 「拡張/用紙 
カツト」スイッチを押します。 


連続紙がシートスタツカ側に繰り出されます。 


拡張 


2 


3 


印刷済の連続紙をミシン目から切り取ります。 



「印字可」ランプが消灯し、連続紙が元の位置に戻ります。 


印字可 


^ 「ロード退避/自動糸合紙」 スイッチを押します。 

連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 


口-卜''退避 



•連続紙の後退量は最高431.8 mm (17 インチ）です。 
431.8 mm (17 インチ）後退しても連続紙先端を検出し 
ない場合は、その時点で後退動作を終了します。 

•連続紙の後退動作は、2回 (863.6 mm [34 インチ])以 
上連続して行うとジャムが発生する場合があります。 
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4 用紙の取り扱い 




7 


ピントラクタカバーおよびテーブルを元に戻します。 


圓 

参考 


ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った場 
合は、残りの連続紙はオフライン状態で「改頁/高速印字」 
スイッチを押して排出してください。 
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4 用紙の取り扱い 


単票と連続紙の切り替え 

♦単票から連続紙への切り替え 



「印字可」スイッチを押し、オフライン状態にします。 



2 


「単票/帳票/排出 方向」スイッチを押し、「単票」ラ 
ンプを消灯させます。 


単票/帳票 





3 


連続紙をピントラクタにセット後、「ロード’退避/自動 
給紙」 スイッチを押します。 

1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られます。 



4 


「印字可」 スイッチを押し、オンライン状態にします。 
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4 用紙の取り扱い 


參連続紙から単票への切り替え 



「印字可」 スイッチを押し、オフライン状態にします。 

連続紙がセットされている場合は、「□ー ド退避/自動給紙」ス 
イッチを押して連続紙の先端をピントラクタまで後退させます。 


2 


「単票/帳票/排出 方向」スイッチを押し、「単票」ラ 
ンプを点灯させます。 


単票/帳票 






^単票を テーブルにセッ トします。 

単票を自動的に吸入し、オンライン状態になります。 
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4 用紙の取り扱い 


用紙の厚さに応じた調整方法 


このプリンタは、セットされた用紙の厚さを自動的に測定して最適な印字圧に調整する、 
オートギャップ調整機能（自動紙厚調整）を備えていますが、用紙の厚さが一様でない特 
殊な用紙を使用する場合、この機能が十分働きません。 

特殊な用紙を使用する場合は、 マニュアル ギャップ調整（手動紙厚調整）で行ってください。 
マニュアル ギャップ調整は、操作パネルでレンジの設定をするほか、 メニュー でも設定で 
きます。 



次の表から、使用する用紙の「最も厚い部分」の「レンジ 
値」を選びます。 


用紙種類 

レンジ値 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8〜15 

単 

紙 

連量 45 〜 70kg(52 〜 81g/m 2 ) 

〇 








連量 70-110kg(8 1 〜 1 28g/m 2 ) 


〇 







連量 1 1 0 〜 1 35kg( 128 〜 1 56g/m 2 ) 



〇 






はがき 




〇 





圭寸筒 





〇 




複 

写 

紙 

連量 45 〜 70kg(52 〜 81g/m 2 ) 

〇 








連量 70-110kg(8 1 〜 1 28g/m 2 ) 


〇 







連量 34kg(40g/m 2 ) の裏カーボン紙 
または感圧紙 

2 枚 


〇 







3 枚 



〇 






4 枚 




〇 





5 枚 





〇 




6 枚 






〇 




レンジ値 



1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

用紙全体 

0.06 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

0.40 

0.45 

0.50 

0.55 

0.60 

0.65 

0.70 

0.75 

の厚さ 

s 


S 

S 

S 

S 

S 


S 

S 

S 

S 

S 


S 

(mm) 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

0.40 

0.45 

0.50 

0.55 

0.60 

0.65 

0.70 

0.75 

0.80 


圓 

参考 


—般的なコピー紙（連量 55 kg の場合）の用紙厚さは約0.08 mm です。郵便はがき（連 
量 163 kg 相当の場合）の用紙厚さは約0.23 mm です。 


• レンジ値7〜15も設定できますが、複写紙の印字品位が低下し、文字が判読でき 
ない場合があります。 

•用紙の厚さと異なったレンジ値で使用した場合、用紙送りおよび印字へッドに不 
具合を生じる恐れがあります。 


P 「印字可」 スイッチを押し、オフライン状態にします。 
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4 用紙の取り扱い 


3 


「拡張/用紙カット」 スイッチを押しながら 「印字可」 
スイッチを押します。 


「オートギャップ」ランプが点滅します。このとき点灯したラン 
プの数字が、 マニュアル ギャップ調整のレンジ値を示します。 


拡張 





a 「拡張/用紙カット」 スイッチを押しながら 「改頁/ 
サ高速印字」 スイッチまたは 「改行/通常印字」 スイッ 
チを押して、設定したいレンジ値のランプを点灯させます。 


拡張 

背 




園. 

参考 * 


「拡張/用紙カット」スイッチを押しながら「改頁/高 
速印字」スイッチを押すと、レンジ値が大 きくなります。 
「拡張/用紙カット」スイッチを押しながら「改行/通 
常印字」スイッチを押すと、レンジ値が小 さくなります。 
レンジ値の表示は、ランプの数字の加算と なります。 例 
えば、 レンジ7の場合、6ランプと1ランプが点灯し ます。 


U 「 拡張/用紙カット」 スイッチを押しながら 「印字可」 
スイッチを押して、 マニュアル ギャップ調整を終了します。 

「オートギャップ」ランプが消灯し、レンジ値が設定されます。 


拡張 



印字可 


圓 

参考 


電源の再投入時も、このギヤップレンジ値は有効です。 
オートギヤップモードに戻す場合は、オフライン状態で 
「拡張/用紙カット」スイッチを押しながら「印字可」ス 
イッチを押します。 
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4 用紙の取り扱い 


( MEMO ) 
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5 プリンタをより活用するために 

〜便利な機能及びプリンタ設定の変更方法〜 



103 





5 プリンタをより活用するために 


操作パネルの使い方 


/■ 






□□電源 

— 1 才-トキ、' ャ ッフ。 



1 /ババ 


1 

1 

レ/ ノ ロ 又 


6D 用紙 

3a 単票 


1 

5 □咼速 

2Q 自動給紙 

1 1 

4Q 印字可 1 

V 排出方向 


r 、 


r \ 





単票/帳票 



印字可 







排出方向 



V_ J 

V ノ 



ギャップ設定一 1 文字 目 合わせ- 



r, / \ 





y 改頁 


/改行 




高速印字 


通常印字 




V ノ 

V ノ 




微少送り 

-微少逆送り 

- 









口ー ド退避 


/拡張 




自動給紙 


用紙カット 



V ノ 

V ノ 


用紙位置セット 



V 




ノ 
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5 プリンタをより活用するために 


參スイッチの機能 


印字可 


単票/連帳 
排出方向 


改頁 
高速印字 


改行 
通常印字 


♦オンラインのとき 
• オフラインにします。 

♦オフラインのとき 
• オンラインにします。 

• アラームを 解除し ます。 

• 連続紙の用紙終了を検出したとき、そのままの状態で押すとべーパ 
オーバライド機能が働きます。 

® ぺーパオーバライド機能 

連続紙の用紙終了を検出しても、このスイッチを押すと一行分 
参考データを印刷します。この機能を使うと、連続紙を最後まで有 
効に活用できます。 


♦オンラインのとき 

• 連続紙モード、自動給紙モードのとき 
無効です。 

• 単票手差しモードのとき 

用紙の排出方向が設定され、スイッチを押すたびに排出方向が切 
り替わります。 

♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

単票モードに切り替わります。 

用紙有りでは退避動作を行ったろえで切り替わりますが、退避し 
きれなかった場合は、連続紙モードを継続します。 

• 単票モードのとき 

連続紙モードに切り替わります。 


♦オンラインのとき 

• 高速印字に設定します。 

高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を 
^一一 行うため、通常印字に比べ文字が薄く見えます。 

♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

次のページの1行目まで連続紙を送ります。 

• 単票手差しモード、自動給紙モードのとき 
単票を排出します。 


♦オンラインのとき 

• 通常印字に設定します。 

♦オフラインのとき 

• 1行改行します。押し続けると連続で改行します。 
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5 プリンタをより活用するために 


拡張 
用紙カット 


♦オンラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

連続紙を用紙カット位置まで送ります。再押下またはデータを受 
信すると、元の位置に戻ります。 

• 単票手差しモード、自動給紙モードのとき 
無効です。 

♦オフラインのとき 

• このスイッチを押しながら「印字可」、「単票/帳票/排出方向」、 r 改 
頁/高速印字」、「改行/通常印字」、「ロード退避/自動給紙」の各 
スイッチを押すことにより、スイッチの機能を変えることができま 
す。 



口-ド退避 
自動給紙 


♦オンラインのとき 

• 単票手差しモードのとき 

カツトシートフィーダが装着されている場合に、2秒間押し続ける 
と自動給紙モードに切り替えます。単票が給紙されているときは 
排出します。 

• 自動給紙モードのとき 

2秒圊押し続けると単票手差しモードに切り替えます。単票が給紙 
されているときは排出します。 

♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

ピントラクタに連続紙をセツトしてから押すと、1行目印字位置ま 
で連続紙が自動的に送られます。 

連続紙がセツトされているときは、ピントラクタの位置まで連続 
紙を後退させます。 

1 ^] 連続紙の後退量は、最大431 .8 mm (1 7インチ）です。431 .8 mm (1 7 
^~ 1 インチ）後退しても用紙先端を検出しない場合は、その時点で 
後退動作を終了します。 

連続紙の後退動作は、2回 (863.6 mm [34 インチ])以上連続 
で行うと用紙ジャムになる場合があります。 


• 単票手差しモードのとき 

単票が給紙されているときに押すと、単票が排出されます。 

• 自動給紙モードのとき 

単票が給紙されていないときに押すと、自動的に次の用紙がセッ 
卜されます。 

単票が給紙されているときに押すと、単票が排出されます。 
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5 プリンタをより活用するために 


拡張 
用紙カット 



印字可 


〔ギャップ設定〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• オートギャップモードのときは、マニュアルギャップ調整モードに 
入ります。 

•マニュアルギャップ調整モードのときは、調整を完了し、マニュア 
ルギャップモードになります。 

• マニュアルギャップモードのときは、オートギャップモードになります。 


拡張 

+ 

単票/帳票 

用紙カット 

1 

排出方向 


〔1文字目合わせ〕 


►オンラインのとき 
• 無効です。 

►オフラインのとき 

• 用紙がセツトされていないときに押すと、1文字目印字位置設定モー 
ドになります。 


拡張 

+ 

改頁 

用紙カット 

1 

高速印字 


〔微少送り〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセツトされているときに、順方向に微少送りを行います。 


拡張 

4- 

改行 

用紙カット 

1 

通常印字 


〔微少逆送り〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセットされているときに、逆方向に微少送りを行います。 

用紙の逆送り量は累計で 8.47 mm (1/3 インチ）以内にしてくだ 
さい。印字ズレの原因になります。 


■ I 微少送り、微少逆送りのピッチは、0.14 mm (1/180 インチ）です。 
また、スイッチを押し続けると、連続的に送ります。 


拡張 

+ 

口-ド退避 

用紙カット 

■ 

自動給紙 


〔用紙位置セット〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 単票手差しモード、自動給紙モードのとき 

用紙をセットしているときにスイッチを押すと、その位置を1文字 
目印字位置としてセットします。（ただし、電源を投入している圊 
のみ有効です。） 

用紙がセットされていないときに押すと、上記の方法で設定され 
た1文字目印字位置の値を解除し、メニュー設定の用紙頭出し位置 
を1文字目印字位置としてセットします。 

• 連続紙モードのとき 

用紙をセットしているときにスイッチを押すと、その位置を用紙 
フォーマットの第1行目とします。 

用紙がセツトされていないときは無効です。 
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5 プリンタをより活用するために 


■才-トギャップ 
(緑） 


»印字可（緑) 


オートギャップモード 
マニュアルギャップモード 
• マニュアルギャップ調整中 
(他のランプでギャップレンジを表示) 


オンライン（印字可） 
オフライン（印字不可） 

• メニュー設定中 
• 復旧不可能アラーム状態 
( 「用紙」ランプと共に点滅) 

高速印字モード 
通常印字モード 
1文字目印字位置設定モード 

単票モード 
連続紙モード 
用紙カツト動作中 


■用紙（赤） 点灯：•ペーパエンド状態 

• 用紙頭出し位置の補正の限界状態時 
消灯：給紙済み状態（単票モードのときは通常 
は未給紙でも消灯します） 

点滅： • 単票抜き取り待ち状態 
• 用紙ジャムアラーム状態 
• 媒体切替アラーム状態 
• CSF アラーム状態 
• サー マルアラーム状態 
• 復旧不可能アラーム状態 
( 「印字可」ランプと共に点滅） 

• 用紙頭出し位置補正中 

■自動給紙（緑）点灯：単票自動給紙モード 
消灯：•単票手差しモード 
• 連続紙モード 
点滅：単票給紙待ち状態 


▼ 排出方向（緑） 


点灯：テーブルへ単票を排出する 
消灯：スタツカへ単票を排出する 


♦ランプの表示機能 


■電源（緑） 点灯：電源が入っている 
消灯：電源が切れている 


8灌1 


激激 句 


句; S 点 


緑 


I 


S 灌一 


i 


票 

単 
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5 プリンタをより活用するために 


メニュー設定 

參メニュー項目一覧 

本プリンタで変更できる項目には、次のよラなものがあります。 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機能 

設定値 

1 

受信バッファ選択 

受信バッファサイズを設定します。 

使用レない 
使用する 

2 

コード表 

ANK 文字コード表を選択します。 

拡張グラフィックス 
カタカナ 

3 

ページ長設定 

連続紙のページ長を選択します。 

279.4 mm ( 11インチ) 
304.8 mm ( 12インチ） 

4 

ミシン目スキップ設定 

ミシン目スキップを選択します。 

なし 

25.4 mm (1 インチ) 

5 

文字品位設定 

ANK 文字品位の設定を選択します。 

LQ (局品位） 

ドラフト 

6 

オート CR 

CR コード受信時の動作を選択します。 

CR 

CR+LF 

7 

単票排出方向 
(手差し) 

単票手差し時の用紙排出方向を選択し 
ます。 

テーブル側 
スタッカ側 

8 

手揷入給紙待ち時間 

用紙吸入待ち時間を選択します。 

0.5 秒 

1.0 秒 

2.0 秒 

9 

単票頭出し位置 ぷ 

(手差し) 

単票手差し給紙時の頭出し基準位置を 
選択します。 （1 文字目文字中心まで） 
一文字目設定位置は、一文字目印字位 
置の恒久的な設定を行った場合、印字 
されます。 

2.12 mm (1/12 インチ) 
6.35 mm (1/4 インチ） 

10.58 mm (5/ 12インチ) 
23.28 mm (1 1/12インチ) 
25.4 mm (12/12 インチ） 
27.52 mm ( 13/12インチ) 
一文字目設定位置 

10 

単票頭出し位置 珍 

(自動給紙） 

カットシートフィーダを取り付けたと 
きの、頭出し基準位置を選択します。 （1 
文字目文字中心まで）一文字目設定位 
置は、一文字目印字位置の恒久的な設 
定を行った場合、印字されます。 

2.12 mm (1/12 インチ) 
6.35 mm (1/4 インチ） 

10.58 mm (5/ 12インチ） 
23.28 mm (1 1/12インチ) 
25.4 mm (12/12 インチ) 
27.52 mm ( 13/12インチ) 
一文字目設定位置 

11 

帳票頭出し位置 诊 

連続紙給紙時の頭出し基準位置を選択 
します。 

一文字目設定位置は、一文字目印字位 
置の恒久的な設定を行った場合、印字 
されます。 

2.12 mm (1/12 インチ) 
6.35 mm (1/4 インチ） 

10.58 mm (5/ 12インチ) 
23.28 mm ( 11/12インチ） 
25.4 mm (12/12 インチ) 
27.52 mm ( 13/12インチ） 
一文字目設定位置 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機能 

設定値 

12 

印字幅 

1行の最大印字桁を設定します。 

106桁 

80桁 

13 

ゼ□フォント字体 

30H ANK コード受信時の印字フォント 
パターンを選択します。 

0(スラッシュ無し） 

0(スラッシュ有り） 

14 

単票 PE 出力 

単票手差しモード時、用紙終了(未給紙 
状態)を検出したとき、ペーパエンド出 
力を行うか、行わないかを選択します。 

PE 出力あり 

PE 出力なし 

15 

縦2倍拡張時の印字方向 

行内に縦2倍拡張印字データが存在する 
とき、および2度打ちモード時の印字方 
向を選択します。 

両方向 
片方向 

16 

片方向印字コマンド 

片方向印字設定コマンドの有効/無効 
を選択します。 

有効 

無効 

17 

電源投入時の漢字モード 
設定 

電源投入時の漢字モードの設定/解除 
を選択します。 

(本項目は、電源投入時のみ適用されへ 
Ij-PRIME 受信時は適用されません 。 J 

設定 

解除 

18 

電源投入時の用紙位置 

電源投入時に用紙がある場合の用紙位 
置を選択します。 

(連続紙モード時のみ有効） 

現在位置 
カット位置 

19 

帳票カツト機能 

連続紙のミシン目カツト位置への送り 
出し方法の手動/自動モードを選択し 
ます。 

手動モード 
自動モード 

20 

単票自動排出位置 

単票使用時の排出検出位置を選択しま 
す。（用紙の下端からの距離） 

り . 35mm 

14.8mm 

21 

ANK 書体 

ANK 書体を選択します。 

□—マン 
クー リエ 
サンセリフ 

OCR-B 

22 

単票モード時の FF コード 

単票手差しモード時の FF コードの機能 
を選択します。 

改頁 

排出 

23 

単票ボトム検出時の排出 
条件 

単票手差しモードおよび自動給紙モー 
ドでのポトム検出時の排出条件を選択 
します。 

自動排出 

FF コード 




















5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機能 

設定値 

24 

用紙厚調整モード 

用紙厚調整モードを選択します。 

自動 

手動 

25 

マニュアル ギャップレン 
ジ 

マニュアル ギャツプのレンジ位置を選 
択します。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

26 

双方向 I/F 

双方向インタフェースの有効/無効を選 
択します。 

有効 

無効 

27 

AUTO FEED XT 信号機能 

AUTO FEED XT 信号の有効/無効を選択 
します。 

有効 

無効 

28 

DC1/DC3 

SLCT IN 信号の有効/無効を選択します。 

有効 

無効 

29 

単票 LF 精度補正 

単票モード時、改行量に対して補正し 
ます。 

〇 

(土5まで補正可能 )_ 

30 

単票頭出し位置補正 
(手差し) 

単票手差し給紙時の、頭出し基準位置 
に対する補正値を設定します。 

,1/120インチ単位で、 十の 場合は末端方へ 
、向へ、 一の 場合は先端方向へ補正します。ノ 

±15まで補正可能 
(出荷時、適正値に調整 
されます） 

31 

単票頭出し位置補正 
(自動給紙） 

カツトシートフィーダを取り付けたと 
きの、頭出し基準位置に対する補正値 
を設定します。 

广/120インチ単位で、 十の 場合は末端方、 
^向へ、 一の 場合は先端方向へ補正します。ノ 

±15まで補正可能 
(出荷時、適正値に調整 
されます） 

32 

帳票頭出し位置補正 

連続紙給紙時の、頭出し基準位置に対 
する補正値を設定します。 
p/120 インチ単位で、 十の 場合は末端方、 
、向へ、 一の 場合は先端方向へ補正します。ノ 

±15まで補正可能 
(出荷時、適正値に調整 
されます） 

















5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機能 

設定値 

33 

水平印字位置補正（通常） 

リパース方向印字時の印字開始基準位 
置に対する補正値です。 

通常印字速度において、1/360インチ 
単位で左右に補正します。 

1111 1111 
INI 1 III 

印字可— —拡張 

(出荷時、適正値に調整 
されます） 

34 

水平印字位置補正（高速） 

リパース方向印字時の印字開始基準位 
置に対する補正値です。 

高速印字速度において、1/360インチ 
単位で左右に補正します。 

1111 1111 
INI 1 III 

印字可— —拡張 

(出荷時、適正値に調整 
されます） 

35 

CSF 時の手差し給紙 

自動給紙モードにおいて、給紙可能な 
状態でテープル上に用紙をセットした 
場合にセミオート□—ディング機能の 
有効/無効を選択します。 

有効 

無効 


珍 2.12mm (1/1 2インチ）に設定はできますが、印字品質は保証されません。 

2.12mm (1/12 インチ）から用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折れや紙づま 
りが発生する場合があります。 

齡 単票 LF 精度補正は、あらかじめ枠線等がプレブリント印刷されている単票を使用するとき 
に、改行ピッチが合わない場合に補正する機能です。 

設定値に対する補正量は表のとおりです。 


設定値 

100 mm あたりの補正値 

土1 

土 0.07mm 

土2 

±0.21mm 

土3 

±0.35mm 

土4 

± 0.49mm 

土5 

±0.63mm 


([主/1頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•現在のメニュー設定を確認する 

ここでは、不揮発性メモリ内に格納されているメニュー情報の確認方法について説明します。 
メニューの内容の印字には、 A 4 サイズ以上の単票の縦置き、または10〜12インチ幅の連 
続紙を使用します。 

ここでは、才ートギャップモードで A 4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、設定内 
容の確認方法を説明します。 


1 電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


2 


オフライン状態で 「単票/帳票/排出方向」 スイッチ 
を押して単票モードにします。 

単票モードのとき「単票」ランプが点灯します。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


A 「印字可」+「改頁/高速印字」+「ロード退避/ 

自動糸合紙」 スイッチを押しながら、電源スイッチを 「 ON 」 
にします。 

印字へッドが動き始めたらスイッチから指を離します。 



テーブルに 単票を セットし ます。 

現在設定されているメニューのすべての項目と設定値が印字さ 
れます。 

メニュー設定印刷中は、「印字可」ランプが点滅します。 


/?印字が止まつたら、 「ロー ド退避/自動給 紙」スイッ 
^ チを押します。 

「メニュープリント終了」と印字され、単票が排出されます。 


口-ド退避 
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5 プリンタをより活用するために 


•メニュー設定を変更する 



メニューの設定内容を変更するには、 A 4 サイズ以上の単票の縦置き、または10〜12イン 
チ幅の連続紙を使用します。 

ここでは、オートギャップモードで A 4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、設定変 
更方法を説明します。 



△注意 ケガをする恐れがあります。 





アクセスカバーを 開け 
て、メニューの設定変 
更をしないでくださし、0 
メニューの設定変更中 
は、印字へッドが動く 
ので危険です。 


2 


オフライン状態で「単票/帳票/排出方向」スイッチ 
を押して単票モードにします。 


単票モードのとき「単票」ランプが点灯します。 


3 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


4 


「印字可」+「改頁/高速印字」+「ロー ド退避/ 

自動給紙」 スイッチを押しながら、電源スイッチを 「 ON 」 
します。 


印字へッドが動きだしたらスイッチから指を離します。 



C テーブルに 単票を セットし ます。 

現在設定されているメニューの、すべての項目と設定値を印字し 
ます。 

メニュー設定印刷中は、「印字可」ランプが点滅します。 
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5 プリンタをより活用するために 


6 


「改頁/高速印字」 スイッチまたは 「改行/通常印字」 
スイッチを押して、設定を変更したい項目を印字させます。 


圓 

参考 


「改頁/高速印字」スイッチを押すたびに設定項目が順送 
りで印字され、「改行/通常印字」スイッチを押すたびに、 
逆送りで印字されます。 


改頁 改行 



7 変更したい項目が印字されたら、 「印字可」 スイッチまた 
’ は 「拡弓 長/用紙 カット」 スイッチを押して、変更した 
い設定値を印字させます。 


_「印字可」スイッチを押すたびに設定値が順送りで印字さ 
B れ、「拡張/用紙カット」スイッチを押すたびに設定値が 
参考逆送りで印字されます。 


印字可 


または 




Q さらに変更したい項目があれば'、手順7、8を繰り返します。 


Q 「ロード退避/自動給 紙」スイッチを押して、メニュー 
リ の設定変更を終了します。 

スイッチを押すと「メニュープリント終了」と印字されます。 
それぞれの項目は、最後に印字された設定値がプリンタに記憶さ 
れます。 


口-卜-退避 



• メニユーの設定変更時は、操作パネルのスイッチの機能 
が通常と異なります。 

• メニユーの設定変更中に用紙終了になったときは、新し 
い用紙をセットしてください。設定変更が続行されます。 

• 「口ード退避/自動給紙」スイッチを押す前に電源スイッ 
チを 「 OFF 」 にしたときは、設定値は変更されません。 
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5 プリンタをより活用するために 


• メニュー設定を初期化する 

すべてのメニューの設定値を、初期の状態に戻すことができます。 


注/ メニュー項目のうち、頭出し位置補正と水平印字位置補正は初期化されません。 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「印字可」 + 「拡張/用紙カット」 スイッチを押しな 
がら、電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


印字へッドが動き始めたら、スイッチから指を離します。 
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5 プリンタをより活用するために 


プリンタの便利な機能 

♦通常印字/高速印字の設定 

このプリンタには、通常印字モードと高速印字モードがあります。 

通常印字は、文章を清書するときに使用します。 

高速印字は、テスト印字やプログラムリストの印字などを速く行ラのに便利です。 
電源投入時は、通常印字になります。 


^71高速印字では、文字のパターンのドットを間引き、高速で印字を行うため、通常印 
字に比べ文字が薄くなります。 

♦通常印字の設定 

1 「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


p 「改行/通常印字」 スイッチを押します。 

「高速」ランプが消灯します。 


改行 



圓 

参考 


印字中に「改行/通常印字」スイッチを押すと、高速印字から通 
常印字となります。 


♦高速印字の設定 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


〇 「改頁/高速印字」 スイッチを押します。 

「高速」ランプが点灯します。 


改頁 



圓 

参考 


印字中に「改頁/高速印字」スイッチを押すと、通常印字から高 
速印字となります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•1 文字目の印字位置を設定する 

1文字目の印字位置を任意の位置に設定することができます。 

1文字目印字位置とは、用紙の先頭行のことで用紙が自動給紙されて停止する位置をいいま 
す。メニュー設定値以外の値を使いたいときに使用します。 

1文字目印字位置には、次のものがあります。 

• プリンタが本来から持っている値（初期値） 

• 電源を投入している間のみ記憶している値（一時的な設定） 

• 新たに設定され、電源を切ってもメモリ内に記憶し続ける値（恒久的な設定） 




参考 


1文字目印字位置の設定は、単票手差し、 
れ別々に設定できます。 


カットシートフイーダ、連続紙でそれぞ 



プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

用紙が給紙されていた場合は、排出させます。 


2 


用紙の種類に応じて、オフライン状態で 「単票/帳票/ 
排出方向」 スイッチを押し、単票モードまたは連続紙モー 
ドに します。 


単票/帳票 

単票モードのときは、「単票」ランプが点灯します。 


3 


横方向の1文字目の位置を合わせます。 

単票手差しの場合は、ペーパガイドを調整します。 

カツトシートフィーダの場合は、用紙ガイドを調整します。 
連続紙の場合は、ピントラクタを調整します。 


4 


カットシートフィーダの場合は用紙ガイドに、連続紙の場 
合はピントラクタに、用紙をセットします。 


a . r ] 単票手差しの場合は用紙を入れません。まだ、給紙しな 
いでください 〇 


「印字可」ランプが消灯していることを確認します。 

カツトシートフイーダの場合、「印字可」スイッチを押してオフ 
ライン状態にします。 
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5 プリンタをより活用するために 


「拡張/用紙カット」 スイッチを押しながら 「単票/帳 
票/排出方向」 スイッチを押します。 

1文字目印字位置設定モードになります。 

• 単票手差しモードの場合 

自動給紙ランプが点滅を始めます（単票手差し待ち状態)。単 
票をプリンタにセットしてください。自動的に用紙上端より 
1/4インチの位置に用紙を送った後、「高速」ランプが点滅し 
ます。 


•カツトシートフイ _ ダ、連続紙の場合 
用紙を用紙上端より 6.35 mm (1/4 インチ）の位置まで吸入し 
たあと、「高速」ランプが点滅します。 



7 縦方向の1文字目印字位置を合わせます。 

①1文字目の中心位置がどこになるか、確認します。 

シートガイドの菱形の孔の中心が、1文字目の中心位 
置になります。 
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5 プリンタをより活用するために 


②以下のスイッチを操作して、菱形の孔の中に1文字目を 
合わせます。 


順方向に1改行 ： 「改行/通常印字」 スイッチを押 

します。 


改行 




順方向に微少送り：「 拡張/用紙カット」 スイッチを 
押しながら、 「改頁/高速印字」 
スイッチを押します。 



逆方向に微少送り： 「拡張/用紙カット」 スイッチを 
押しながら、 「改行/通常印字」 
スイッチを押します。 
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5 プリンタをより活用するために 


1文字目印字位置が決まったら、恒久的な設定または、一 
時的な設定をします。 

〔恒久的な設定にする場合〕 

• 「EP 字可」 スイッチを押します。 

スイッチを押した時点の位置がメモリに記憶され、1文字目 
印字位置まで用紙が送られます。以後この位置が1文字目印 
字位置になります。 

設定した値は、次に変更するまで継続されます。 


印字可 


〔一時的な設定にする場合〕 

•「単票/帳票/排出方向」スイッチを押します。 

スイッチを押した時点の位置が一時的に記憶され、1文字目 
印字位置まで用紙が送られます。 

設定した値は、電源を投入している圊と、 I - PRIME 受信まで 
継続されます。 



単票/帳票 

宵 


[^7] • プリンタに電源が投入されていて、用紙がセツトされ 
ているときにプラテンノブを手で回すと、縦方向の印 
字の位置がずれますので回さないようにしてください。 

• 微少逆送りで調整する場合は、印字ずれが発生するこ 
とがありますので、必ず2〜 3 mm 余分に用紙を戻し、順 
方向に送って印字位置を合わせてください。 
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5 プリンタをより活用するために 


參1文字目印字位置をリセットする 


〔恒久的な設定のリセット〕 

「恒久的な設定」でセツトした1文字目印字位置をリセツトします。 
リセット後は、 6.35 mm (1/4 インチ）（工場出荷時設定）になります。 


_| メニュー設定内容を初期化した場合も、リセットされます。 

W ⑴ 6 ぺ -ジ） 



/ 118、119ぺージの1〜6の手順を行い、1文字目印字位置設 
定モードにします。 


2 


「拡張/用紙カット」 スイッチを押しながら、 「単票/帳 
票/排出方向」 スイッチを押します。 


拡張 



単票/帳票 


〔一時的な設定のリセット〕 

「一時的な設定」 で セットした、1文字目印字位置をリセットします。 
リセット後は、 メニューで 現在セットされて いる 値になります。 



電源を入れ直します。 
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5 プリンタをより活用するために 


參 HEX ダンプをとる 

HEX ダンプモードでは、受信したデータをすべて16進数で印字します。 

ホストコンピュータからプリンタに正しいデータが送られているか、確認できます。 


7 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

2 「単票/連帳/排出方向」+「改行/通常印字」+「拡 
弓長/用紙カツト」 スイッチを押しながら、電源スイッ 
チを 「 ON 」 にします。 

印字へッドが動き始めたら、スイッチから指を離します。 



3 


プリンタに用紙をセットして、印字データを送ります。 

用紙を吸入した後 、 「Hex Dump Mode 」 と印字されます。 
受信したデータが全て16進数で印字されます。 


4 


プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にすると、 HEX ダン 
プモードは解除されます。 


HEX ダンプ印字を行う場合には、 A 4 サイズ以上の単票の縦置き、 
-または10〜12インチ幅の連続紙を使用してください。 
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5 プリンタをより活用するために 


#バーコードの印字 

このプリンタには、バーコードを印字する機能があります。 

ここでは概要を説明します。コントロールコマンドについては、プリンタソフトウェア 
CD - ROM 内に PDF ファイルで「拡張コント□ールコマンドの仕様」が格納されております。 
詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 


|注./! Windows 環境では使用できません。 

♦パ— コー ドの種類 

このプリンタで印字できるパーコードの種類は下表のとおりです。 


バーコードの名称 

文字種 

桁数 

NW -7 

データ：数字〇〜9 

記号-$ V : + ¥ 

スタート/ストツプ 

: abcdetn * 

可変 (20) 

JAN 標準 

データ：数字〇〜9 

12+ CDC 13) 

JAN 短縮 

データ：数字〇〜9 

7+ CD (8) 

Code _39 

データ：数字〇〜9 
英字 A 〜 Z 

記号-$ . / + % ( SP ) 

スタート/ストツプ 

可変 (20) 

Interleaved 2 of 5 

データ：数字〇〜9 

可変 (20) 

カスタマパーコード 

データ：数字〇〜9、英字 A 〜 Z 
記号 一 

可変 

(Min 7 、 Max 23) 


• CD :チェックディジットを示します。 
•桁数の （） 内は最大桁数を示します。 


圓 

参考 


カスタマバーコードとは、あらかじめ郵便物にバーコードを印刷し、料金割引を受 
けようとするものです。 

詳しくは、日本郵便のホームページをご覧ください。 
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5 プリンタをより活用するために 


〔 NW -7、 JAN 標準/短縮 、 Code 39 、 Interleaved 2 of 5 J 

♦バーコードの 印字位置 

パーコードの印字位置は、文字およびイメージデータと同様に、縦1ドット目をパーコード 
の1ドット目とし、縦24ドットで印字します。 


0000000 -~ r- 

〇 1卜*ット目〇〇 0000 


〇〇 0000 
〇〇 0000 



0000000 

I _ I 

文字 



〇〇 0000 
〇〇〇〇〇〇_ 
I _ I 

パーコード 


24卜*ツ 



パーコードと文字が同一行に混在する次のよろな場合、改行量を調整しながら印字させる 
必要があります。 


【文字の改行ピッチが1/6インチの場合】 

① バーコード前の文字データ（亜、唖）とスぺース、パーコード印字コマンド（パーエ 
レメント指定）および、パーコード後のスペースと文字データ（亜、唖）を送信。 
(パーコ_ド印字コマンド受信後、印字起動となる。） 

② 印字復帰コマンド、および24/180インチの改行コマンドを送信。 

③ 手順①〜②を繰り返します。 


♦バーコー ドご使用時のご注意 

• バーコード印字コマンドで印字するパーコードは、ドットを組み合わせて印字するため、 
本来の規格と多少異なる場合があります。このプリンタで印字されたパーコードの読み取 
りに関しては、お客様が読み取り確認された上で、ご使用<ださい。 

• 印字が薄くなったインクリポンでパーコードを印字すると、読み取れない場合があります。 
パーコードを印字する場合は、新しいリボンカートリッジを使用してください。 


ww ww 
««(§ 

ttrl 

aH- 


TH 


N4 


CMC 

iyQIly 

Ifrl 一 i 

rcn rtri wi 
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5 プリンタをより活用するために 


〔カスタマバーコード〕 



♦カスタマバーコードの生成 

カスタマパーコードに必要な文字情報は、新郵便番号と住所表示番号です。 


新郵便番号 . 町域名までの住所に設定された新郵便番号です。 

住所表示番号 . 町域名以降の住所からバーコードに必要な文字情報をハイフ 

ンで結んだものです。 

ビル、マンション等の棟•室番号も含みます。 


例）東京都千代田区霞が関1丁目3番2号郵便プラザ503室 


100-0013 1-3-2-503 

(新郵便番号） （住所表示番号） 

① 住所 ：〒 100 -0013 

東京都千代田区霞が関 1 丁目 3 番 2 号郵便ブラザ 503 室 

② 新郵便番号+住所表示番号変換 ： 100-0013 1-3-2-503 

③ 新郵便番号の 3 〜 4 数桁目の M フンを省く： 10000131 -3-2-503 

④ カスタマパコード桁調整 ： 10000131 -3-2-503 CC4 CC4 CC4 CC4 

⑤ チIックテ* シ，ッ KCD) 算出 :1+0+0+0+0+1+3+1 + 10+3+10+2+10+5+0+3+14+14+14+14 

= 105+CD=19 の倍数 

—CD= 114(19 の倍数)- 105=9 

⑥ スタ-卜:!-ド,スト!;アコ-ド,チIックデシ•ットを付加: STC 10 0 0 0131 - 3 - 2 - 5 0 3 CC4 CC4 CC4 CC4 9 SPC 

⑦ ; V -コ-ド印字コマンド送信 


スタートコー ド、 ストップコー ドおよび チェック デイ ジッ トはプリンタが付加します。 
送信する バーコー ドデータは”10 0 0 0131 - 3 -2 - 5 0 3” となります。 


gfn スター トコード、ストップコードおよび CC 1 〜 CC 8 を付加する場合は、下表[表 1] 
_の数字に置き換えて送信してください。 

参考本コードは本プリンタで独自に割り当てたもので、日本郵便のカスタマバーコード 
の仕様にはありません。また、本コードはバーコード印字コマンド（カスタマバー 
コード指定）のときのみ有効です。 


[表 1] 


八''-]-ド用キャラクタ 

STC 

SPC 

CC 1 

CC 2 

CC 3 

CC 4 

CC 5 

CC 6 

CC 7 

CC 8 

r - 夕送信用数字 

02 

03 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 


♦チ I ックディジットの計算方法 

チェックディジットは、新郵便番号と住所表示番号の各パーコード用キャラウタをチェッ 
ウディジット計算対応表[表 2] からチェッウ用数字に置き換え、その合計が19の倍数と 
なるように生成します。 


八''-]-ド用キャラクタ 

〇 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

チ I 的用数字 

〇 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 


八''-]-ド用キャラクタ 

- 

CC 1 

CC 2 

CC 3 

CC 4 

CC 5 

CC 6 

CC 7 

CC 8 

チ I 的用数字 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 
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2mm 以上 . 


2mm 以上 


213-0001 
川崎市高津区溝口 
1207 -4 

TT " 郵政花子様 




►カスタマバーコードが印字される下地 


※部は、できる限り縁か 615 mm 以上 


カスタマバーコードが印字される下地は、白色または地模様のない淡い色とします。 

♦カスタマバーコードの傾き 

カスタマパー コー ドの傾きは、パー コー ドの長辺と同一方向の郵便物辺が成す角が5度以内 
になるようにします。またパー コー ドの長辺に対する垂線とパー コー ドとの成す角は 1.5 度 
以内になるようにするものとし、上記2つが混在する場合には、2つの傾ぎの絶対値を加え 
たものが5度以内になるようにします。 


IimWmI 


X 。（土5°以内）パーコードの長辺と同一方向 
郵便物辺の成す角 


IvMiV 


Y ° (土 1.5° 以内）パ—コードの長辺に対する垂直と 


パーコードの成す角 


I x I 十 m <5。 


♦使用するインクリボン 

印刷色黒色のインクリボンを使用してください。印字が薄くなったインクリボンを使用す 
ると、読み取りができなくなる場合があります。 


►印字品質 

カスタマバーコード印字面には、反射率5096以上の紙を使用し、印字面とカスタマパーコー 
ドとの反射率 PCS(Print Contrast Signal ) は、0.6以上とします。 

また、カスタマパーコードには、インクのにじみやかすれなどが極力ないものとします。 
インクリボンが新品の場合、インクのにじみが生じることがあります。 


5プリンタをより活用するために 


♦カスタマバーコードの印字位置 

カスタマパーコードの上下左右には、 2 mm 以上の空白を設けるものとします。ただし、窓 
枠とカスタマパーコードの間の空白は、封筒と内容物のズレにかかわらず、常に上下左右 
とも 2 mm 以上を確保するものとします。 

宛名を横書きする場合は、最下行（宛名氏名の直下）にカスタマパーコードを単独で印字 
することとし、宛名を縦書きする場合には、左右または下部に単独で印字することとします。 
なお、カスタマパーコードは、下図のように郵便物の表面の縁から 10 mm および消印領域 
である 70 mm x 35 mm を除いた範囲内に印字することができます。 

I 70mm 


TnEEOJ 


TnEEOJ 



EEGCO 


〇 
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5 プリンタをより活用するために 


( MEMO ) 
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6 オプション 

〜取り付けから使い方まで〜 
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6 オプション 


カツトシートフイータ 

プリンタにカットシートフィーダ ( CSF ) を取り付けることにより、単票、はがき、封筒を 
自動的に連続給紙できます。 

參外観と各部の名称 


プリンタ本体 カツトシートフイーダ 



用紙ガイド(左) 
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6 オプション 


•カットシートフィーダの取り付け、取り外し 


7 プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

プリンタは単票モードにしておきます。 



マ アクセスカバーを開きます。 


アクセスカパー 
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6 オプション 


カツトシートフィーダを持ち、両側の U 溝をプリンタの 
テーブル軸に差し込み、そのままカツトシートフィーダ全 
体を静かに下におろします。 

このとき、カツトシート フィ ーダのカツプリンヴギアがプリンタ 
のアイドルギアと正確に噛み合っていることを確認してくださし、 

また、カツトシートフイーダ前面のガイドフイルムが、プリンタ 
の給紙□に正しく挿入されていることを確認してください。 


U 溝 
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6 オプション 


6 プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

/ 「自動給紙」ランプが点灯することを確認します。 

カツトシートフイーダの取り外しは、取り付けの逆の手順で行い 
ます。 


■^71 リボンカ-トリッジの交換は、カットシートフイーダを 
—取り外してから行ってください。カットシートフイーダ 
を外したときは、必ずプリンタのギアカバーを閉じてく 
ださい。 

動作中誤って指等を入れ、けがをする恐れがあります。 
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6 オプション 


♦単票のセット 

用紙をまとめてカツトシートフイーダにセツトします。 
次の手順に従って、用紙をセツトしてください。 



使用できる用紙は、単票、はがき、封筒です。 

用紙の挿入方向、用紙の規格については「用紙規格および印字範囲」（173ぺージ) 
を参照してください。 

7 用紙セットレバーを 「用紙補給」 にします。 



用紙ガイド（左）をセットします。 

普通紙の場合 

① 用紙ガイド（左）をプリンタの給紙口上部の目盛に合わせて 
セットします。 

この調整により、1文字目が用紙左端から 6.35 mm 〜28.57 mm 
の範囲で任意に設定できます。 

② 次に、用紙ガイド（右）を使用する用紙の幅に合わせます。 
はがきの場合 

① 用紙ガイド（左）を右側に突き当てます。 

この調整により、1文字目がはがき左端から 6.35 mm のところ 
に印字されます。（設定値固定） 

② 次に、用紙ガイド（右）をはがきの幅に合わせます。 

封筒の場合 

① 用紙ガイド（左）を左端に突き当てます。 

この調整により、1文字目が封筒のフラップ部基準端から約 
28.57 mm のところに印字されます。（設定値固定） 

② 次に、用紙ガイド（右）を使用する封筒の幅に合わせます。 
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6 オプション 



3 


用紙の左端を用紙ガイド（左）に合わせて、そのまま奥に 
突き当たるまでまっすぐ差し込みます。 

印刷する面を表にします。 


普通紙の場合 

折り曲げて用紙の端をずらす 解きほぐし 


♦ 






そろえる 




封筒の場合 





ならす そろえる 






用紙ガイド 


用紙 
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6 オプション 



^71 • 用紙はよくさばき、上下左右をそろえてください。 

• 用紙ガイドの赤線を超えないよう、用紙をセットして 
ください。 

一般紙の場合、連量 55kg 用紙で約80枚です。 

複写紙の場合、 5P 紙で約20枚です。 

はがきの場合、郵便はがきで約30枚です。 

封筒の場合、原紙坪量 85g/m2 で約20枚です。 

•折り目、しわ、傷、反りがあるもの、用紙の角が特殊 
な形状のものは使用しないでください。 

•紙質、厚さ、大きさの異なる用紙を、混ぜて使用しな 
いでください。 

• 郵便はがきの両面に印字する場合は、片面の印字後、 
反りをなくしてから反対側の面を印字してください。 

• はがきの場合、反りは 2mm 以下とし 、上カールでセツ 
卜してください。 



• 封筒の場合、力ールのついた封筒やのり付け部が折れ 
たり曲がったりしている封筒は使用しないでください。 
また、同ーサイズの封筒であっても、寸法の異なるも 
のは一度にセットしないでください0 


4 


用紙ガイド（右）を、用紙の幅に合わせます。 

お使いの用紙サイズに合わせてシートサポータを引き出します。 
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6 オプシヨン 


用紙セットレバーを、静かに「印刷」にします。 



•カットシートフィーダ接続時は、単票の排出方向がシー 
トスタッカ側（後方）のみとなります。テーブル側（手 
前）への排出はできません。 

•使用中、用紙の端が不揃いになりましたら、印刷を中 
止しもう一度セットし直してください。 

• 用紙をカットシートフィーダに長時間放置しないでく 
ださい。 

•カットシートフィーダの場合、用紙の逆改行は1回の吸 
入に対して累計で1/3インチ以内です。 
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6 オプション 


•自動給紙モードと単票手差しモードの切り替え 

カツトシートフィーダを取り付けたまま、単票を手差しで給紙できます。 
手差し給紙から自動給紙に切り替えることもできます。 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


P 「口ード退避/自動給 紙」スイツチを2秒以上 押 します。 

自動給紙モードのときは、自動給紙ランプが消灯し単票手差し 
モードになります。 

単票手差しモードのときは、自動給紙ランプが点灯し自動給紙 
モードになります。 



〇 単票手差しモードの場合は、カットシートフィーダの下か 
^ ら単票を入れます。 
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6 オプション 


•自動給紙モードと連続紙モードの切り替え 

カツトシートフィーダを取り付けたまま、連続紙を使用できます。 

♦連続紙モードへの切り替え 



単票が残っている場合は、排出します。 


〇 オフライン状態で「単票/帳票/排出方向」スイッチ 
^ を押します。 

「単票」ランプが消灯します。 


単票/帳票 

宵 


^連続紙をプリンタにセットします。 

給紙方法は「連続紙をセツトする」 （91 ページ）を参照してくだ 
さい。 


4 「印字可」 スイッチを押して、オンライン状態にします。 
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6 オプション 


♦自動給紙モ 


6 

J±C. 


ドへの切り替え 


連続紙をピントラクタまで後退します。 

後退させるには、「連続紙を外すとき」 （96 ページ）を参照して 
ください。 


2 


オフライン状態で「単票/帳票/排出方向」スイッチ 
を押します。 


「単票」ランプが点灯します。 


単票/帳票 

[pj 


3 「ロード退避/自動給紙」 スイッチを2秒以上 押 し、「自 
動給紙」ランプを点灯させます。 


口-ド'退避 



連続紙 モー ドに切り替える前に、自動給紙 モー ドで使用していた 
場合、「自動給紙」ランプが自動的に点灯します。 
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こんなときには 

〜印刷がおかしいとき、エラー表示がでたとき〜 
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7 こんなときには 


リボンカートリッジの交換 

印字が薄くなったときには、次の手順でリボンカートリツジを交換してください。 


△注意 やけどの恐れがあります。 A 

印字直後は印字ヘッドが高温になっています。 

印字へッドにさわらないでください。 

リボンカートリッジの交換は、印字へッドの温度が下がっ 
てから行ってください。 




2 


電源スイッチを 「 ON 」 にして、印字へッドの位置が上がつ 
たところで電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたままで力 
バーを開けて、リボン 
力ートリツジの交換を 
しないでくださし、。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 
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7 こんなときには 



4 


リボンカートリッジの両端を持ち、印字へッドをプリンタ 
の中央へ移動します。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は、印字へッ 
ドが高温になつていま 
すので、印字ヘッドに 
さわらないでくださし、。 
印字へッドの移動は、 
印字へッドの温度が下 
がってから行ってくだ 
さい 0 



C リボンカートリッジ両側の三角マーク （◄ 、 ►) の部分を 
リ 持ち、手前に引き抜くようにして取り外します。 



6 


新しいリボンカートリツジを取り付けます。 

手順は、「リボンカートリッジを取り付ける」 （15 ぺージ) 
を参照してください。 
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7 こんなときには 


紙づまりしたとき 

參単票の場合 

♦単票がプリンタ内部でつまったとき 




電源スイッチを 「 OFF 」 にし、一度電源スイッチを 「 ON 」 
にして、印字へッドの位置が上がつたところで電源スイッ 
チを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたまま力 
バーを開けて作業をし 
ないでくださし、。 

プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


2 


リボンカートリッジの両端を持ち、印字ヘッドを用紙のな 
いところへ移動します。 


ZL 注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になつています 
ので、印字へッドには 
さわらないでくださし、。 
印字ヘッドの移動は、 
印字へッドの温度が下 
がってから行ってくだ 
さい 0 
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7 こんなときには 


3 


プラテンノブを回しながら、単票を手前または後ろ側に引 
き出します。 
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7 こんなときには 


♦破れた単票がプリンタ内部に残ったとき 




電源スイッチを 「 OFF 」 にし、一度電源スイッチを 「 ON 」 
にして、印字へッドの位置が上がつたところで電源スイッ 
チを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたまま力 
パーを開けて、作業を 
しないでください。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


2 


見えている紙くずをピンセットで取り除きます。 


3 


3 つに折りたたんだ単票をテーブルから差し込みます。 

このよろに折りたたむ 


4 


プラテンを回して単票を送り、つまった紙くずを押し出し 
ます。 
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7 こんなときには 


♦カツトシートフイーダ（オプション）でつまったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

ケガをする恐れがあります。 



2 


カツトシートフイーダを取り外します。 

「カツトシートフイーダの取り付け/取り外し」（131〜133ぺ一 
ジ）を参照してください。 


Q 用紙を取り除きます。 

紙の送られる方向へゆっくり引き出します。 



逆方向への無理な用紙の引き出しは、機構部のダメージ 
1 -原因となります。 
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7 こんなときには 


•連続紙の場合 




2 


3 


電源スイッチを 「 OFF 」 にし、一度電源スイッチを 「 ON 」 
にして、印字へッドの位置が上がつたところで電源スイッ 
チを 「 OFF 」 にします。 

Zh 注意 ケガをする恐れがあります。 A 

電源を入れたまま力 
バーを開けて、作業を 
しないでください。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


印刷前の連続紙を切り取ります。 




テーブルを開き、ピントラクタから連続紙を外します。 



4 


プラテンノブを回しながら、連続紙を手前側または後ろ側 
に引き出します。 


破れた紙くずがプリンタ内部に残ったときは、連続紙を2〜3枚 
重ねてピントラクタにセットし、プラテンノブを回して、つまつ 
た紙くずを押し出してください。 
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7 こんなときには 


こんなときには 

プリンタが思うように動作しなかった場合は、ここに記載してある項目を探し、適切な処 
置を行ってください。 


現象 

原因 

処置 

電源が入らない 

電源が入らない。 

電源コードが正しく接続されていませ 
ん〇 

プリンタ側，コンセント側ともしっか 
りと差し込んでください。 

電源コンセントの異常または停電の可 
能性があります。 

他の電気製品を同じコンセントに差し 
込んで、正常に動作するか確認してく 
ださい。 

印刷しない 

印字可ランプが消 
灯している。 

印刷停止の状態です。 

「印字可」スイッチを押してください。 

用紙がセットされていません。 

用紙をセットしてください。 

印字可ランプは点 
灯しているが印刷 
しない。 

I/F ケーブルが外れています。 

正しく接続し直してください。 

(24 ページ） 

I/F ケープルがホストコンピュータやプ 
リンタと合っていません。 

仕様に合ったケーブルをお使いくださ 
い 0 (167 ページ） 

印字へッドは動い 
ているが、印刷し 
ない。 

リボンカートリッジが取り付けられて 
いません。 

リボンカートリッジを取り付けてくだ 
さい 0 (15 ページ） 

印刷が遅くなった 

突然印刷が遅く 
なったり、片方向 
印字、印刷動作の 
休止となった。 

印字ヘッド、モータが高温になると、温 
度を下げるために印字速度が遅くなっ 
たり、片方向印字、一定時間動作の休 
止を行うことがありますが、故障では 
ありません。 

印字ヘッド、モータの温度が下がると、 
自動的に元の動作に戻ります。この現 
象が頻繁に起こる場合には、プリンタ 
の電源を切ってしばらく置いてから印 
刷を行ってください。 

印刷が鮮明でない 

文字が薄い、文字 
の一部が欠ける。 

マニュアルギャップ調整のギャップレ 
ンジ値が用紙に合っていません。 

マニュアルギャップ調整を適切なレン 
ジ位置に合わせてください。 

(1 〇〇ページ） 

高速印字に設定されています。 

通常印字にします。 （117 ページ） 

リボンカートリッジの寿命です。 

新しいリボンカートリッジに交換して 
ください。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

文字が薄い、文字 
の一部が欠ける。 

リボンカートリツジが正しくセツトさ 
れていません。 

正しくセットし直してください。 

インクリボンが確実に巻き取られてい 
ません。 

新しいリボンカートリッジに交換して 
ください。 

リボンフィード動作が行われていません。 

お客様相談センターへご相談ください。 

文字が、横一列に 
欠ける。 

印字へツドのピンが折れています。 

お客様相談センターへご相談ください。 

印刷結果が画面と異なる 

カタカナがグラフ 
ィツク文字になる。 

コード表が拡張グラフィックスになっ 
ています。 

コード表をカタカナに設定してくださ 
い。(109、114ページ） 

グラフィツクが力 
タカナ文字になる。 

コード表がカタカナになっています。 

コード表を拡張グラフィックスに設定 
してください。（109、114ページ） 

全く違ラ文字や記 
号で印刷される。 

ソフトウェアのプリンタ設定が圊違っ 
ています。 

ソフトウェア上のプリンタ設定を優先 
順位に従って設定し直してください。 
(86 ページ） 

前回印刷したソフトウェアコントロー 
ルコードが有効になっています。 

プリンタを初期化してください。 

(11 6ページ） 

送られたソフトウェアコントロールが 
間違っています。 

HEX ダンプをとって、データの内容を 
確認します。 （123 ページ） 

間違っている部分をソフトウェア上で 
直してください。 

I / F ケープルが外れています。 

正しく接続し直してください。 

(24 ページ） 

用紙の頭出し量(印 
刷開始位置）が上 
または下すぎる、 
変わってしまった。 

印刷開始位置の設定が正しくありません。 

プリンタを初期化してください。 

(116 ページ） 

単票と連続紙の頭出し位置の設定を 
行ってください。（109、114ページ） 

1文字目印字位置の設定を行って、頭 
出し位置を調整してください。 

(11 8ページ） 

ソフトウェア上で上マージンが設定で 
きる場合は、正しく設定し直してくだ 
さぃ。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

左右の余白が多い、 
または少ない。 

左右マージンの設定が正しくありませ 

ペーパガイドやピントラクタの位置が 
適当ではありません。印刷形式に合わ 
せてセットレ直してください。 

(88、91ページ） 

ソフトウェア上で左右マージンが設定 
できる場合は、正しく設定し直してく 
ださい。 

連続紙を使用して 
いるときに、1ペー 
ジ分の印刷が2 
ページにわたって 
印刷される。 

ソフトウェアのページ長と、実際に使 
用している用紙が合っていません。 

ソフトウェア上のページ長の設定と、 
使用する用紙のサイズを合わせてくだ 
さい。 

単票を使用してい 
るときに、1ベー 
ジ分の印刷が2 
ページにわたって 
印刷される。 

ソフトウェア上の用紙設定のサイズと、 
実際に使用している用紙サイズが合っ 
ていません。 

ソフトウェア上の用紙設定を、使用す 
る用紙に合わせてください。 

プリンタ側で自動測定されている1ペー 
ジの印刷可能行数と合っていません。 

ソフトウェア上で上下マージンを大き 
くとってください。 

単票 LF 精度補正で調整してください。 
(111ページ) 

1行に印刷される 
はずの文字などが、 

2行にわたって印 
刷される。 

左右のマージンの設定が正しくありま 
せん。 

ソフトウェア上で左右のマージンが設 
定できる場合は、正しく設定し直して 
ください。 

連続紙を使用して 
いるときに、印刷 
途中で数行分の空 
白行ができる。 

ミシン目スキップが設定されています。 

ミシン目スキップを解除してくださ 
い0 (109、114ページ) 

縦，卜線がずれる、 
ガタガタになる。 

両方向印刷を行うと、ずれを生じるこ 
とがあります。 

Windows プリンタドライバの設定で 
片方向印刷に設定してください。 

(28、35、42、49、57、65、74、 
79、84ページ） 

水平印字位置補正で調整してくださ 
い。（112、114ページ） 

行間隔が広すぎる、 
または狭すぎる。 

改行量の設定が正しくありません。 

ソフトウェア上で改行量が設定してあ 
る場合は、正しく設定し直してくださ 
い。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

イメージ印字、分割印字について 

イメージ印字で白 
抜けが入る。 

白抜け 

/ 

用紙送りの誤差です。特に黒ベタ印字 
で目立ちます。 

故障ではありません。 

縦倍角などで、白 
抜けや文字つぶれ 
がでる。 

白抜けつぷれ 

6 6 

1文字の途中で改行が入るため、用紙送 
りの誤差がでます。 

故障ではありません。 

重要な書類や伝票などは、プリンタ内 
蔵フォント（明朝または明朝倍角）を 
使用してください。 

単票で、うまく紙送りできない 

用紙を給紙しない。 

用紙の挿入位置が、右に寄り過ぎてい 
ます。 

ペーパガイドにそって、用紙をセット 
してください。 （88 ページ） 

用紙が突き当たるところまで入ってい 
ません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 （89 ページ） 

プラテンは回るが、 
給紙できない。ま 
たは、連続紙が給 
紙されてしまう。 

用紙が突き当たるところまで入ってい 
ません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 （89 ページ） 

連続紙モードになっています。 

連続紙を排出して、単票モードにして 
ください。 （99 ページ） 

用紙が曲がって給 
紙される。 

用紙が突き当たるところまで入っていま 
せん。用紙がまっすぐ入っていません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 （89 ページ） 

用紙にしわや折り目など、問題があり 
ます。 

新しい用紙を使用してください。 

用紙が仕様に合っていません。 

プリンタの仕様に合った用紙を使用し 
てください。（184ページ） 

用紙が排出できな 
い。 

「改行/通常印字」スイッチを押してい 
ます。 

r 改頁/高速印字」か、「□ード退避/ 
自動給紙」スイッチを押してください。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

連続紙で、うまく紙送りできない 

改行しない、用紙 
が送られない。 

用紙がピントラクタから外れています。 

用紙を正しくセットし直してくださ 
い0 (91 ページ） 

マニュアルギャップ調整のギャップレ 
ンジ値が用紙に合っていません。 

マニュアルギャップ調整を用紙の厚さ 
に合わせてください。（100ページ） 

用紙が曲がって給 
紙される。または、 
プリンタの中で 
引っ掛かってしま 
ぅ。 

用紙の両端の穴が、左右ずれた状態で 
セットされています。 

用紙の穴が左右平行になるようにセッ 
卜してください。 （92 ページ） 

左右のピントラクタの幅が狭すぎ、用 
紙がたるんでいます。 

ピントラクタの位置を調整して、用紙 
のたるみを取ってください。 

(93 ぺージ） 

用紙がプリンタに対して、まっすぐ給 
紙されていません。 

まっすぐ給紙されるよラ、用紙の位置 
を動かしてください。 （94 ページ） 

用紙が何かに引っ掛かっています。 

引っ掛かっているものを取り除いてく 
ださい。 

用紙の置いてある位置が遠すぎます。 

プリンタの近くへ用紙を動かしてくだ 
さい。 

用紙が仕様にあっていません。 

プリンタの仕様にあった用紙を使用し 
てください。 （175 ページ） 

印刷の途中で、数 
行分の空白ができ 

ミシン目スキップが設定されています。 

ミシン目スキップを解除してくださ 
い0 (109、114ページ) 

ミシン目スキップ 
を設定したが、実 
際のミシン目とず 
れてしまう。 

ソフトウェアのページ長と、実際に使 
用している用紙が合っていません。 

ソフトウェア上のページ長の設定と、 
使用する用紙のサイズを合わせてくだ 
さい。 

ソフトウェア上で、行単位に設定しま 
す。 

単票と連続紙の切り替えがうまくいかない 

単票が給紙できな 
い。 

連続紙モードになっています。 

単票モードにしてください。 

連続紙が給紙でき 
ない。 

単票モードになっています。 

連続紙モードにしてください。 

プラテンは回るが、 
連続紙が給紙でき 
ない。 

連続紙がピントラクタから外れていま 
す。 

連続紙を正しくセットし直してくださ 
い。 

連続紙と一緒に単 
票も給紙されてし 
まラ。 

単票が排出されていません。 

単票を排出してください。 

(90 ページ） 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

カツトンートフイー 

ダ （ CSF ) を使用して、うまく紙送りできない 

自動給紙のランプ 
がつかない。 

CSF が正しくセツトされていません。 

CSF を正しくセツトし直してくださ 
い。 (131 ページ) 


単票手差しモードになっています。 

自動給紙モードにしてください。 

(138 ページ） 

用紙を給紙しない。 

用紙が CSF にセツトされていません。 

用紙をセツトしてください。 

(134 ベージ） 


用紙セツトレパーが「用紙補給」になっ 
ています。 

用紙セツトレパーを「印刷」にしてく 
ださい。 


CSF の左右の用紙ガイドの間隔が狭す 
ぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセツトし直 
してください。 （134 ページ） 


セツトしている用紙が厚すぎます。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
い。 (173 ページ) 


最後の1枚は給紙できないことがありま 
す。 

用紙を補給してください。 

一度に2枚以上給 
紙される。 

CSF にセツトされている用紙が多すぎ 
ます。 

セツトしている用紙を減らしてくださ 
い。 (136 ページ) 


用紙が密着しています。 

用紙をよくさばいてから、セツトして 
ください。 （135 ページ） 


CSF の左右の用紙ガイドの間隔が、狭 
すぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセツトし直 
してください。 （134 ページ） 


大きさの違う用紙を入れています。 

同じサイズの用紙だけをセツトしてく 
ださい。 


用紙が仕様に合っていません。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
い。 (173 ページ) 

用紙が曲がって給 
紙される。 

用紙に折り目やしわがあります。 

新しい用紙にかえてください。 

CSF の左右の用紙ガイドの間隔が、広 
すぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセツトし直 
してください。 （134 ページ） 


用紙が仕様に合っていません。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
い。 （173 ページ） 

うまく排出できな 
い。 

排出した用紙が溜まりすぎています。 

用紙を取り除いてください。 
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7 こんなときには 


アラーム表示がでたときは 

操作パネルのランプ表示と、その際に必要な操作パネルの操作を下表に示します。 


ランプの状態 

原因 

処置 

用紙 C コ点灯 

単票または連続紙が終了しました。 

新しい単票または連続紙をセットし 
て、「口ード退避/自動給紙」スイッ 
チを押してください。 

印字可 IZZI 点滅 
用紙ロコ点滅 

復旧不可能アラームです。 

印字へッドがなめらかに移動すること 
を確認し、電源を入れ直してください。 
電源を入れ直しても再度エラーになる 
場合は、お客様相談センターにご連絡 
ください。 

用紙 C ] 点滅 

単票抜き取り待ち状態です。 

(テーブル側排出後） 

単票をテープルから抜き取ります。 


ジャム解除待ちです。 

(用紙セツトミス〇「吸入ジャム） 

用紙を抜き取った後、「印字可」スイッ 
チを押します。 


吸入ジャムです。 

ジャム用紙を取り除き、「印字可」ス 
イッチを押します。 


排出ジャムです。 

ジャム用紙を取り除き、「印字可」ス 
イッチを押します。 


煤体切替アラームです。 

(連続紙モードのときのみ） 

「□—ド退避/自動給紙」スイッチを 
押して、連続紙をトラクタに退避させ 
てください。 


CSF アラームです。 

(給紙状態で CSF の取り付け/取外しを 
すると発生します。） 

CSF を元の状態に戻してください。 


サーマルアラームです。 

印字ヘッド、印字へッドを駆動するス 
ぺ _ スモ _ 夕、用紙を搬送するための 
フィードモードモータの温度が上がっ 
た場合に発生します。温度が下がると 
自動的に印字を再開します。 

自動給紙 □ 点滅 

単票給紙待ち状態です。 

テープルに単票をセットしてくださ 
い。 
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7 こんなときには 


(MEMO) 
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8 定期清掃のしかた 
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8 定期清掃のしかた 


プリンタを良好な状態で使用できるように、定期的または必要に応じて清掃をしてください。 
汚れにより、本来の機能が損なわれることがあります。 

プリンタの清掃のしかた 

♦清掃 


• 清掃は電源スイッチを OFF にしてから行ってください。 

— • 用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 

• 印字直後は印字へッドおよびその周辺が高温になっていますので、印字直後 
の清掃は避けてください。 

次表の項目にしたがって、定められた周期、または必要に応じプリンタの清掃を行ってく 
ださい。 

(その他のプリンタ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 

実施周期：稼働時間が6か月または300時間の中でいずれか早いほう 
使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、筆や綿棒、掃除機 


清掃箇所 

清掃内容 

キヤリツジシヤフトおよび周辺 

用紙くずを取り去り、汚れ、ほこり、 
リポンくずなどを拭き取ります。 

注油禁止 

用紙走行面 



(注油禁止) 


♦注油 


プリンタへの潤滑油の注油は行わないでください。プリンタの故障の原因とな 
る場合があります。 

(プリンタの注油、分解についてはサービスマンにご依頼ください。） 
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8 定期清掃のしかた 


カットシートフイーダの清掃のしかた 

♦清掃 

装置の設置環境/使用状況によりスキュー/ホッビングミスが発生する場合があります。 
以下の内容にてホッピング□ーラ汚れの清掃を行ってください。 

•清掃は電源スイッチを OFF にし、カットシートフイーダを本体から外してか 
^~ ら行ってください。 

• 用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 

次表の項目にしたがって、カットシートフイーダの清掃を行ってください。 

(本項目以外の清掃を行った場合には障害の発生する可能性がありますので行わないでくだ 
さい。なお、カットシートフイーダ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 

使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、アルコール（エタノール） 


清掃箇所 

清掃内容 

左右一対のホッパ□ーラ 

用紙くずを取り去り、油等の汚れ、ほ 
こりなどをアルコール（ェタノール） 

を軽く含ませたウェスで拭き取り、そ 
の後乾いたウェスでホッピンク'□ーラ 
面の乾拭きをしてください。 


ホツ八°□ーラ 



159 










8 定期清掃のしかた 


(MEMO) 
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付 録 


m 
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付 録 


プリンタ仕様 


印字方式 

ドットマトリクスインパクト 

ドットワィヤ径 

0.2 mm 

ド'ソトワィヤ数 

24本 （ 12本 X 2列） 

印字方向 

両方向印字 

改行時間 

1/6インチ改行のとき…1改行約 60 ms 

改行速度 

約6インチ/秒 

紙送り制御 

フォームフィード 機能有り 
垂直タブ 機能有り 
ダイレクトスキップ 機能有り 

複写能力 

連続紙：オリジナル十5枚（用紙厚合計 0.36 mm 以下） 

単票：オリジナル十5枚（用紙厚合計 0.36 mm 以下） 

印字へツド使用条件 

1ピン当り平均80ドット/秒以下（ただし、4分間ごとの平均） 

紙送り方向 

フロントパス方式 

紙送り方式 

フリクションフィード方式 
ピントラクタフィード方式（押込型） 

連続紙ペーパエンド 
検出方法 

用紙残量約 22 mm にて検知します。 

ただし、印字は用紙下端より約 6 mm まで可能です。 

(最終ページの印字精度は保証致しません。） 

媒体仕様 

「用紙規格および印字範囲」 （173 ページ）を参照してください。 

インクリボン 
(沖純正品） 

カートリッジ：専用カートリッジ 
インク ：黒単色 

寿命 ：パイカサイズ HSANK 200万字 

外形寸法 

465 mm ( W)x 343 mm ( D)x 220 mm ( H ) 

重 量 

約 12 kg 

入力電源 

単相交流10 0 V ±10% (50/60 Hz ±1 Hz ) 

消費電力 

動作中：最大約400 W (漢字□-カルテスト印字時約 130 W ) 

待機時：約 15 W 以下 

電源コード 

2極 AC コード （ FG 線付） 

長さ約 2.5 m 

周囲温度 • 湿度 

動作時： 5° C 〜40で、30%〜 8596 RH 

ただし、印字精度は測定条件が 15° C 〜 30° C 、 40%〜 7096 RH 
保存時： 一20° C 〜 60° C 、 5%〜 9596 RH 

ただし、結露しない状態。保存時は、梱包状態とします。 

塵埃 • 腐食性 

一般事務室程度の環境で使用してください。 

インタフェース 

標準パラレルインタフェース 
(セント□ニクスインタフェースに準拠） 
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付 録 


書体のサンプル 


•明朝 

亜哑娃阿哀愛挨始逢葵茜種悪握渥旭葦芦鰺梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾鮎或 
粟袷安庵按暗案闇鞍杏以伊位依偉囲夷委威尉惟意慰易椅為畏異移維緯 
胃萎衣謂違遺医井亥域育郁碾一菪溢逸稲茨芋鰯允印咽員因姻引飲淫胤 

#口ーマン 

!"#$%&' ()*+,-./0123456789s ； <=>?@ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥]abcdefghij klmnopqrs tuvwxyz{j >~ 

參 サンセリフ 

!"#$%&*()*+,-•/ 01234567 89 ：;<=>?@ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ [¥] A _ l abcdefghijk 1 mnopqrstuvwxyz{j 

參クー リエ 

!"#$%& ，（） *+,-./ 0123456789: ;<=>?@ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _ v abodefghijklmnopqrstuvwxyz {\ 

參〇 CR - B 相当 

C)*+^-./01 2345678 9:；<=>?aABCDEFGHIJKLHNO 
PQRSTUVWXYZ [¥] A _ 

•JAN (標準) 

1111111111111 1! 11111111111 

4 00123456789 2 

•CODE39 

•NW-7 

•Interleaved 2 of 5 

__ 1 圓 _1111 

•JAN (短縮) 

1111111111111111111 

4012345 2 

籲カスタマバーコード 


m 
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付 録 


印字仕様 


參文字種類 


m 


♦ ANK 文字 


♦漢字 ( JIS 第1水準) 

♦漢字 ( JIS 第2水準) 

♦ OCR-B (相当文字) 

♦外字登録可能文字種 


英数字 • 記号 （ SP 含む） 95種 

カタカナ • 記号 63種 

塞線素片 • 符号 • 漢字 63種 

特殊文字 80種 

拡張グラフィックス 48種 

国際文字他 11種 


カタカナ記号、爵線素片•符号•漢字は、スーパスクリプト/サ 
ブスクリプ トモー ド、 プロボーシヨ ナル モー ドおよび 15 CPI モー 
ドの場合は除きます。 


漢字 2965種 

非漢字 524種 

特殊文字 83種 

漢字 3390種 

英数字 • 記号 64種 


94種 
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付 録 


♦文字の大きさ 


文字種 

横寸法 
[mm] 

縦寸法 
[mm] 

高 

英数字 

2.25 

2.46 

□□ 

特殊文字 

2.25 

3.45 

10位 
r a 

カタカナ 

2.25 

2.60 

しハ 

p N 

塞線素片 

2.67 

2.60 

1 K 

拡張グラフィックス 

2.67 

4.29 

高 

英数字 

2.11 

2.32 

速 

特殊文字 

2.11 

3.45 

10度 

p A 

カタカナ 

2.11 

2.60 

しハ 

P N 

雾線素片 

2.53 

2.46 

1 K 

拡張グラフィックス 

2.53 

4.29 

プ□ポーシヨナル ANK 

1.40〜3.09 

3.45 

漢 

全角 • 外字 

3.45 

3.45 

字 

半角 

1.75 

3.45 


•印字間隔 


文字種 

間隔（インチ） 

A 

N 

K 

高品位 ANK 

1/10、1/12、1/15、1/17.1、1/2〇 

高品位 スーパスク リブト/サブ スク リプト 

プ□ポーシヨナル ANK 

1/8.6 〜1/2〇 

縮小プロポ_シヨナル 

1/17.1 〜 1/40 

プ□ポーシヨナル 

スーパスク リプト/サブ スク リプト 

1/1 2.9 〜1/30 

縮小プ□ポーシヨナル 

スーパスウ リプト/サブ スク リプト 

1/25.7 〜 1/60 

高速度 ANK 

1/10、1/12、1/15、1/17.1、1/20 

高速度 スーパスク リプト/サブ スウ リプト 

漢 

字 

全角 • 外字 

1/6.7 

半角 

1/1〇 


m 
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付 録 


•1 行最大印字数（印字幅設定が106桁の場合) 



標準 

横拡張 

高品位 ANK 

106 

53 

高速度 ANK 

106 

53 

漢字 

70 

35 


•印字速度 


文字種 

印字速度（文字/秒） 

通常印字 

高速印字 

高品位 ANK 

10CPI 

100 (95、 85) 

180 (171、 153) 

12CPI 

120 (114、 102) 

216 (205、 184) 

15CPI 

150 (142、 127) 

270 (256、 229) 

高速度 ANK 

10CPI 

220 (209、 187) 

220 (209、 189) 

12CPI 

264 (250、 224) 

264 (250、 224) 

15CPI 

330 (315、 280) 

330 (315、 280) 

漢字 (27dot) 

67 (64、 57) 

120 (114、 102) 


豆.，]用紙の厚さによって、印字速度が変化します。 

表中 （A、B ) は、 34 kg 複写紙印字において、 A=2 〜3枚のとき、 B=4 枚以上のとき 
を示します。 


•改行間隔 

1改行 1/6インチ、1/8インチ、 n/180 インチ、 n/60 インチ 
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付 録 


パラレルインタフェース 

參コネクタおよびケーブル 

♦コネクタ 

プリンタ側 36極コネクタ（メス） 

57 RE - 40360 -830 B - D 29 A (第一電子製）相当品 
ケーブル側 36極コネクタ（オス） 

57 FE - 30360 -20 N ( D 8) (第一電子製）相当品 

♦ケーブル 

最長 2.5 m 以下の EEE Std 1284- 1994適合ケーブル（または相当品）を 
使用してください。 

(ノイズ対策上はツイストペア線を用い、シールドされているものを使 
用してください。） 

♦インタ フェー スレベル 

□—レペル0.0 V 〜 +0.8 V 
八イレペル +2.4 V 〜 +5.0 V 


►インタフ I ース回路 


RECEIVER 

〇- 

R 1 

+5 V 
DRIVER 


R 2 


命 




C SN 74 LS 245 相当 


l - PRIME、DATA STROBE および 
SLCT IN は SN 74 LS 19相当 , 


① PE 、 ERROR 


SN 74 LS 06 相当 


+5 V 


③ +5 V 


② BUSY 、 ACK、SELECT 



+5V 2 SC 3361 相当 


+5 V 


330 Q 
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付 録 


•パラレルインタフ I ー ス信号 


m 


ピン No . 

信号名 

方向 

機能 

1 

DATA STROBE 

TO PRINTER 

DATA BIT 1 〜 8 の読み込みパルス信 
号です。ハイレベルから□—レベル 
に変化すると BUSY 信号がハイレベル 
になり、入カデータを読み込みます。 

2 

DATA BIT 1 

TO PRINTER 

入カデータの1ビット目から8ビット 
目です。ハイレベルが論理"1"、□一 
レベルが論理" 0" を示します。 

DATA BIT 1力、 T _ SB、DATA BIT 8 
が MSB です。 

3 

DATA BIT 2 

4 

DATA BIT 3 

5 

DATA BIT 4 

6 

DATA BIT 5 

7 

DATA BIT 6 

8 

DATA BIT 7 

9 

DATA BIT 8 

10 

ACKNOWLEDGE 

FROM PRINTER 

入カデータの受信処理完了を示す信 
号で 、 DATA STROBE に対する応答 
パルス信号です。 

電源投入時は、 BUSY 信号を最初ロー 
レベルにする時に1パルス出力します。 

11 

BUSY 

FROM PRINTER 

プリンタがデータ受信可能かどうが 
を示す信号で、八イレペル時はデー 
夕受信不可能、口ーレペル時はデー 
夕受信可能です。以下の条件でハイ 
レペルになります。 

① ストローブパルスを受信してから 
受信データの処理を終了するまで。 

② オフライン状態の間 

③ INPUT PRIME 信号の受信または、 
電源投入時のイニシャル処理を行 
う閩〇 

④ アラームになった場合。 

12 

PAPER END 

FROM PRINTER 

用紙終了を検出するとハイレベルに 
なります。ただし、1行の受信途中で 
はその場でハイレベルにならず、行 
受信を完了した時点でハイレペルに 
なります。 

用紙をセットすると□ーレベルにな 
ります。 

13 

SELECT 

FROM PRINTER 

常時ハイレベルです。 1 KQ の抵抗で 
+5 V にプルアップされます。 
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付 録 


ピン No . 

信号名 

方向 

機能 

14 

AUTO FEED XT 

TO PRINTER 

電源投入時、この信号が口ーレペル 
の場合は CR コードの受信で復帰改行 
を行います。有効/無効はメニュー設 
定に従います。 

15 

NC 


未接続 

16 

GND 


ツイストペアリターン用グラウンド 

17 

CHASSIS GROUND 


プリンタシャーシのグラウンド 

18 

+5 V 


330 Q の抵抗で +5 V にプルアップされ 
ます。 

19〜3〇 

GND 


ツイストペアリターン用グラウンド 
(ピン No .1 〜12に対応した信号用 
アース） 

31 

INPUT PRIME 

TO PRINTER 

口ーレペルになるとプリンタの制御 
部が初期状態になります。ローレべ 
ルは50 | iS 以上にしてくださし、なお、 
本信号は50 us 以下でも有効になる事 
があります。 

32 

ERROR 

FROM PRINTER 

口ーレベルのとき、エラー状態であ 
ることを示します。 

33 

GND 


ツイストペアリターン用グラウンド 

34 

35 



常時ハイレベルです。 IkQ の抵抗で 
+5 V にプルアップされています。 

36 

SLCT IN 

TO PRINTER 

電源投入時、この信号が□ーレベル 
の場合は、 DC 1/ DC 3 コードは受け捨 
てます。有効/無効はメニュー設定に 
従います。 
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付 録 


•パラレルインタフェースタイムチャート 


m 


♦データ受信 


PARALLEL DATA 
(DATA BIT 1〜 8) 


DATA STROBE 

SELECT 

BUSY 


ACKNOWLEDGE 


_(( 

)T 

0.5 us ( MIN ) 

_ )) _ 

(( 


< 0.5 us ( MIN ) 


1 •〇 US ( MAX ) 


一 Ous ( MIN ) 





(( 






—►- 

— 

5 us ( TYP ) 

10 US ( TYP )^ 






0.5| iS ( MIN ) 







♦INPUT PRIME 受信 


l-PRIME 


I 

I 

_50 us ( MIN ) ※ 


1 



※ 本信号は 50 us 以下でも 
有効になることがあります。 


SELECT 

BUSY 

ACKNOWLEDGE 

♦power on 












30 s ( MAX ) 



POW ON 出力安定 
V V 


SELECT 



ERROR 

BUSY 









ACKNOWLEDGE 

約 30 ms 



30 s ( MAX ) 


- 
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付 録 


プリンタの初期状態 


電源投入時、ソフトウェアリセットコマンド受信または、インタフェースの INPUT PRIME 
信号により、プリンタは以下に示す初期状態になります。 


※印はメニュー設定の項目に従います。 


項目 

初期状態 

印字へッド位置 

センタリング位置 

MS 巳コントロール 

解除 

上位側コント□—ルコード指定 

解除 

印字方向 

両方向印字 

印字色 

黒色のみ 

ホリゾンタルタブ位置 

オールクリア 

ライトマージン位置 

※ 

レフトマージン位置 

◦桁目に設定 

印字位置そろえ設定 

左そろえに設定 

1改行量 

1/6インチ 

連続紙フォーマットページ長 

11インチ 

TOF 位置 

現在の印字位置を TOF 位置にします。 

ミシン目スキップ長 

〇 

VFU タブ位置設定 

設定位置なし 

VFU チャネル選択 

チャネル0を選択 

ANK 文字モード 

10 CPI モード。プロボーシヨナルおよびスーパスクリブ 
卜/サブスクリプトモードは解除 

国際文字選択 

日本語 

ダウン□ー ド文字セットの指定 

解除 

内蔵文字セットの選択 

※ 

ANK 文字の書体 

※ 

漢字モード 

※ 
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※印はメニュー設定の項目に従います。 


項目 

初期状態 

ANK 縮小印字 

解除 

ANK 文字間スペース量 

〇ドット 

ANK アンダライン印字 

解除 

ANK 文字品位 

高速印字モード 

ANK /漢字印字モード 

自動解除付横2倍拡張 
横2倍拡張印字 
縦2倍拡張印字 
イタリック印字 
強調印字 

2度打ちモード 
特殊装飾文字 

^解除 

漢字全角文字間スペース量 

左： 〇ドット、右： 3ドット 

半角文字間スペース量 

左： 〇ドット、右： 2ドット 

半角文字間スペース量補正 

解除 

漢字アンダライン印字 

解除 

漢字高速印字モード 

解除 

漢字縦書き/横書き 

横書き 

半角縦書き組み文字 

解除 

ダウン□—ド文字 

オールクリア（ただし、ソフトウェアリセットコマン 
ドによる初期化の場合は変化しません） 

文字セツトコピー 

なし（ただし、ソフトウェアリセットコマンドによる 
初期化の場合は変化しません） 

外字 

才ールクリア（ただし、ソフトウェアリセットコマン 
ドによる初期化の場合は変化しません） 

イメージ転送コマンド変換 

変換なし 

CSF 制御 

CSF が実装され、用紙モードが単票モードの場合は、 
自動給紙モードになります。（ただし、ソフトウェアリ 
セットコマンドによる初期化の場合は変化しません） 


172 
























付 録 


用紙規格および印字範囲 

參用紙に関する注意 

使用禁止の用紙 

次のような用紙を使用すると、紙送りが不安定になり、紙づまり 
や紙折れ、印字ずれ、また、最悪の場合はワイヤドットのピン折 
れを起こす場合があるため、 使用しないでください 。 

• 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないもの） 
• 切り抜き部分や窓のある紙 

•ピン、クリップ、ホッチキスの針などの金属の付いている紙 
•のり付け面が露出しているもの、波打っているもの、はがれて 
し' 1 るも!の 

•浮き彫りのあるもの 

• 連続用紙の横ミシン目以外で折りたたんだもの 
• 複写紙においてオリジナルと複写紙で大きさの異なるもの、ま 
たは部分的に複写枚数が異なるもの 
• 端または角が破れていたり折れている紙 
• 切手、シールなどを貼り付けたはがきや封筒 

〇! 

I 
I 

破れ 


〇 

〇 


〇 
〇 

切り抜き•窓 


〇 

はがれ 
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付 録 


•プレブリント用紙 

雾線や表などが入った用紙に印刷すると、用紙送り精度や用紙セットのばらつきにより、 
蒡線や表の枠からはみ出して印刷されることがあります。このようなプレブリント用紙を 
設計する場合は次の点に注意してください。 

•事前印刷する場合は、あらかじめ十分なテストを行い、印刷品質について問題のないこ 
とを確認してください。 

^事前印刷部分が印刷禁止領域内にある場合、特に注意が必要です。印字部の反射率\ 
が6096以下になりますと、（特に黒色系）プリンタ内の用紙検出センサが検出しない 
(場合か*あ 1 •」ます。 ) 

• 事前印刷用紙に印刷インクのベとつきがあったり、インクの乾燥が不完全であったため 
に、用紙どうしが付着しているようなことがあってはなりません。 

• 事前印刷する場合、最大印字可能範囲ぎりぎりに印字位置が<るよろな用紙設計は避け 
てください。 


m 


♦横露線について - 

HHHHHHHHHHH - HHH 

HHHHHHHHHHH - HHH 


4.23 mm 以上 
8.47 mm 以上 
4.23 mm 以上 


•文字の行間隔は 8.47 mm (1/3 インチ）以上とってください。 
• 文字中心がら塞線まで上下とも 4.23 mm 以上とってください。 

♦縦畐線について 用紙端面 



• 縦畢線は文字中心から 3.8 mm 以上とってください。 


,,✓1爵線のプレ印刷は用紙の端面を基準とし平行度 0.1° 以下にしてください。 


•用紙の保管条件 （ JISX 6195 による） 

用紙は温度1◦〜301：、相対湿度30〜70%の環境条件で保管してください。 

また、保管場所と使用場所との間で環境条件に差がある場合は、使用場所の環境になじま 
せてから使用してください。 
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•連続紙（スプロケット紙） 

連続紙はスプロケット孔付きの折りたたみ用紙です。 


♦用紙サイズおよび印字範囲 



単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 


W 

用紙 幅 

76.2〜 304.8 mm (3 〜12インチ） 


L 

用紙 長さ 

76.2〜355.6 mm (3 〜14インチ） 

ただし、 25.4 mm (1 インチ）の整数倍で、279.4 mm (11 インチ） 
標準にします。 

を 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ）以上メニュー設定によります。 


B 

下端印字可能範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 


C 

上端印字可能範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 


D 

用紙終了検出位置 

約 22 mm 


E 

左端印字禁止領域 

12.7〜 22.2 mm (1/2 〜7/8インチ） 


F 

右端印字禁止領域 

11.43 mm (9/20 インチ）〔1 1 : 12.7 mm (1/2 インチ)〕 



m 


珍 印字精度保証は19.05 mm (3/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください) 
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付 録 


[^_ノ] •印字範囲を超えて印字した場合、印字品質を損ねたり、装置 
に悪影響を及ぼすことがありますので、印字フォーマットを 
設定する際は注意してください0 
• 横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてくださ 
い。横ミシン目をスプロケット孔の近くに設けると用紙がは 
がれやすくなり、キヤリッジ部が引っ掛かることがあります。 
•用紙残120 mm 以下の場合は、用紙退避できません。 

• 最終ページの印字精度は保証しません。 

• とじ孔、コーナカットのある用紙は使用しないでください。 
•用紙の平滑度は、100秒 ( JISP 8119) 以下とします。 


♦用紙連量 
〇単紙 


〇複写紙 


m 


• 用紙の種類は白色上質紙 (JISP 4502) です。 

•通常印字モードのとき、用紙連量45〜110 kg (52 〜 128 g / m 2 ) の用 
紙が使用可能です。 

•用紙の種類は、感圧紙、裏力ーボン紙、インタリープ紙です。 
•複写紙の用紙連量は、 34 kg (40 g / m 2 ) を標準とし、インタリープ紙 
に使用する力ーポン紙の厚さは0.03 mm 以下です。 

•通常印字モードのとき、複写紙の用紙連量は、 34 kg (40 g / m 2 ) を標 
準とし、インタリーブ紙に使用する力ーボン紙の厚さは0.03 mm 以下 
です。 

複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。ただし、インタリー 
プ紙を使用する場合は、最大5枚（オリジナル十4枚）です。また、 
全体の用紙厚さは0.36 mm を超えないようにしてください。 

オプシヨンのリアピントラクタの場合も最大6枚（オリジナル+5枚） 
です。全体の用紙厚さは0.36 mm を超えないようにしてください。 

® 用紙連量は、単位面積 (788 X 1091 mm ) の大きさに換算して、 
1000枚分の重量を kg で表わしたものです。 

参考 


♦最大用紙厚さ 


0.36 mm (オプションのリアピントラクタも同じ) 
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ミシン目アンク□ス 

横ミシン目/' 



網かけ部印字禁止 


網かけ部印字禁止 


——I—— 〇 
I 

ミシン目クロス（可) 


単位 ： mm 


>ミシン目 


ミシン目の寸法は、最高速度の用紙送りに耐え、かつ容易に切断でき 
るものを使用してください。 

ミシン目のアンカット部は確実につながっていて、すべての箇所で破 
れていないことが必要です。特に、用紙折り曲げ部は破れやすいので、 
注意してください。 

ミシン目のカット寸法の比率は、紙質、用紙連量、複写枚数などによっ 
て適当な値が選ばれますが、下記の値を推奨します。 



複写枚数 

カット部の長さ 

アンカット部の長さ 

横ミシン目 

1〜6枚 

2〜 3 mm 

1 mm 

縦ミシン目 

1〜6枚 

3 mm 

1 mm 


横ミシン目 


縦ミシン目 


1 


アンカット部 

2〜3 



用紙の両端1〜 2 mm には、カット部を入れないでください。 
上下 6.35 mm (1/4 インチ）以内は、印字しないでください。 
横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてください。 
印字範囲内に縦ミシン目が入る場合は、その左右 6.35 mm 
(1/4 インチ）以内は印字しないでください。 

横ミシン目との交差部は用紙のはがれを防ぐため、カツ 
卜部どろしを交差させないでください。 

横ミシン目 


-1- x 

I 

I 

ミシン目クロス（不可） 


1〜2 


アンカット部 


I 

— !——〇 



〇 
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付 録 



〇線のり付け 



線のリ付け部は均一であり、幅は1〜 2 mm とします。 

線のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。ま 
た、著しいしわのあるものは使用しないでください。 

のりは用紙端よりはみ出ないようにしてください。 

のり付け部が固い場合、用紙送り精度の乱れなど発生しやすくなりま 
すので注意してください。 


. 1〜 2 mm 


線のり付け部 


♦複写紙の重ね合わせの固定方法 

複写紙の重ね合わせの固定方法は、点のり付け、線のり付け、または紙 
ホッチキスとし、両端ともに同じとじ方とします。 

ただし、層間ずれ （1 枚目と最下層の印字ずれ）を防止したいときは、 
点のり付け、または線のり付けとします。（紙ホッチキスの場合、層間 
ずれが 3 mm 程度発生する場合があります） 

金属ホッチキスの使用は厳禁です。 

〇点のり付け 

• 点のり付けは両端点のり付けとし、片端とじは不可とします。 

• 点のり付けは均一であり、その大きさは $3〜$5 mm とします。 

•点のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。ま 
た、著しいしわのあるものは使用しないでください。用紙送り精度の 
乱れの原因になります。 

• 点のり付けの位置は、図のとおりにしてください。 

• 横ミシン目と1つ目の点のり位置は 25.4 mm 以内とします。 

• 点のり付けは、用紙ごとに千鳥状にしてください。 



6枚目 
5枚目 
4枚目 
3枚目 
2枚目 
1枚目 


6枚目 
5枚目 
4枚目 
3枚目 
CXJ 枚目 
1枚目 
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〇紙ホッチキス 


• 紙ホッチキスは両端紙ホッチキスとし、片端とじは不可とします。 

• 紙ホッチキスは必ず用紙の表側から行い、表面には何も出ないようにしてください。 

• 紙ホッチキス部は確実にかみ合っていて、浮き上がりなどのないようにしてください。 
• 紙ホッチキス後プレスを行い、浮き上がりを防いでください。 

•紙ホッチキスは、ダブルホッチキスを推奨します。シングルホッチキスは使用可能で 
すが層間ズレが発生する場合があります。 


単位 ： mm 




m 


紙ホッチキスの形状および位置（ダブルの場合) 
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付 録 


♦複写紙の組み合わせ 


複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 
ペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いか、もしくは同 
等の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなる 
ため、保証外とします。 


最大複写枚数 

2枚 

3枚 

4枚 

5枚 

6 枚 

1枚目 

34〜 55 kg 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

2枚目 

34〜 55 kg 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

3枚目 

\ 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

4枚目 

\ 

\ 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

5枚目 

\ 

\ 

\ 

34 〜 43 kg 

34 kg 

6枚目 





34 〜 43 kg 


m 


♦スプロケット孔 

スプ□ケット孔の形状は真円とし、孔の縁は歯状でも可とします。ただ 
し、切□はだれていないことが必要です。 

複写紙重ね合わせ時のずれによるスプ□ケット子しの層間ずれは 0.4 mm 以 
下のものを使用してください。 

♦スプロケット孔の層間ずれ 

複写紙重ね合わせ時のずれによるスプロケット孔の層間ずれは0.4 mm 以 
下のものを使用してください。 
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♦しわ、折り曲げ跡 


用紙には、しわや折り曲げ跡のないことが必要です。特に新しい用紙の 
場合、最初と最後の数ページは、しわや折り曲げ跡が発生しやすいので、 
使用しないようにしてください。用紙送り精度の乱れ、力ールやジャム 
発生の原因になります。 



♦用紙先端、下端のしわ、 力ール、 折れ、めくれ 

用紙先端、下端にしわ、力ール、折れ、めくれがある場合は、印字品質 
の低下や紙づまりが発生しやすいので使用しないでください。特に新し 
い用紙の場合、最初の数ページ〜十数ページは力ール等が発生している 
場合があるので使用しないようにしてください。 

カール、折れ、曲がりの規定は192ページを参照ください。 


♦用紙折り曲げ部 


用紙は横ミシン目を用いて、交互に折りたたまれていることが必要です。 
用紙折り曲げ部が下の囡のようにふくらんでいるものは、用紙送りに悪 
影響を与えるので使用しないでください。 


m 
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♦横ミシン目部の盛り上がり 

複写紙において、横ミシン目部に盛り上がりがある場合は、用紙送り精 
度の乱れなど印字品質が低下したり、紙づまりが発生しやすくなります。 
特に複写枚数が多くなると用紙送り精度が悪くなります。 

盛り上がり高さは1 mm 以下になるようにしてください。 


横ミシン目部 



♦とじ孔 

注，]とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


m 


182 


• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

•とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意し 
てください。また、紙厚測定エラーになることがあります。 

• とじ孔の縁は盛り上がっていないことを確認して<ださい。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


10以上 10以上 
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♦コーナカット 

注/1コーナカットのある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下に コーナ カツトのある用紙の使用時の注意点を示します。 


• コーナカット部の下図網かけ部範囲内には印字しないでください。 

• コーナ カットのパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してくださ 
い。 

• コーナカット部周囲には用紙のはがれを防ぐため、縦/横ミシン目の 
カット部を接続しないでください（アンカット）。用紙はがれの原因 
となり、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• コーナカット部が用紙検出スイッチにかかると、用紙終了あるいは用 
紙ジャムと判断するため注意してください。 

• コーナ カツトの位置は、下図によります。 
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付 録 


參単票 

♦縦横寸法 


縦横寸法は A 4 判 （ W 210 mmXL 297 mm ) を標準とします。使用可能範 
囲は、「用紙サイズおよび印字範囲」 （185 ページ）を参照してください。 


用紙揷入方向 


基準線の垂直に対し 


W 


±0.2 以下 


単位 ： mm 


m 
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♦単紙 

〇 用紙サイズおよび印字範囲 

1文字目 
(10 CPI )\ 


印字範囲 


最大 105 X 2.54=266.7 
(10 CPI ) 


C 


W 


A 


D 


単位 ： mm 


用紙サイズは B 5、 B 4、 A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

9〇〜 3048 mm (3.5 〜12インチ） 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

182〜 297 mm (7.2 〜1 1.7 インチ） 

L 

用紙長さ 

70〜420 mm (2.8 〜16.5インチ） 珍 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297 mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

182〜 364 mm (7.2 〜14.3インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ）以上メニュー設定によります 。珍诊 

B 

1文字目印字位置 

6.35 mm (1/4 インチ）以上ただし、用紙幅279.4|7¥11 (1 1 
インチ）以下のとき、6.35〜 28.6 mm 。（1/4 〜9/8インチ） 
用紙幅304.8 mm (12 インチ）以下のとき、19.05〜 28.6 mm 。 
(3/4 〜9/8インチ） 

C 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 珍诊 



珍 A 4 縦 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

诊诊 印字精度保証は 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください） 
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〇用紙連量 


• 用紙の種類は白色上質紙 (JISP 4502) です。 

•通常印字モードのとき、用紙連量 45 〜 135 kg (52 〜 209 g / m 2 ) の用 
紙が使用できます。 

•カツトシートフィーダでは用紙連量 55 〜 70 kg (64-81 g / m 2 ) の用 
紙が使用できます。和紙の使用は禁止。 

• 45 kg (52 g / m 2 ) の用紙は剛性が少ないため、スタツキング 
は保証しません。 

•用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

• 折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

• とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

•用紙の平滑度は、100秒 （ JISP 8119) 以下とします。 


m 


186 





付 録 


♦複写紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 


強くのり付け (1 mm ) 


用紙挿入方向 

介 


基準線の垂直に対し 



用紙サイズは B 5、 B 4、 A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

90〜304.8 mm (3.5 〜12インチ） 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

182〜 297 mm (7.2 〜1 1.7 インチ） 

L 

用紙長さ 

70〜 364 mnn (2.8 〜14.3インチ） 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297 mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

182〜 364 mm (7.2 〜14.3インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ）以上メニュー設定によります 。珍欲 

B 

1文字目印字位置 

6.35 mm (1/4 インチ）以上ただし、用紙幅279.4 mm (1 1 
インチ）以下のとき、 6.35 〜 28.6 mm 。（1/4 〜9/8インチ）用 
紙幅304.8 mm (1 2インチ)以下のとき、19.05〜 28.6 mm 。(3/4 
〜9/8インチ） 

C 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 珍珍 


珍 A 4 縦 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

诊诊 印字精度保証は 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください) 
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付 録 


〇用紙連量 

•用紙連量 34 kg (40 g / m 2 ) の裏力ーボン紙、または感圧紙を標準とし 
ます。 

• 通常印字モードのとき、複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。 

また、全体の用紙厚さは0.36 mm を超えないようにしてください。 
•カツトシートフイーダでは、通常印字モードで複写枚数は最大5枚（才 
リジナル十4枚）です。また、全体の用紙厚さは0.325 mm を超えない 
ようにしてください。 


^71 • 用紙の縦横比は、1: 2/3〜2とします。 

• テーブルから挿入した用紙はシートスタツカに排出してくだ 
さい。 

テーブル排出の場合、薄い用紙や複写紙は印字により下端が 
力ールし、排出時、折れやジャムが発生する場合があります。 
カツトシートフィーダから吸入した場合は自動的にスタツカ 
排出になります。 

• 折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

• 挿入方向の上端にのり付けしてください。 

• とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

•用紙の平滑度は、100秒 ( JISP 8119) 以下とします。 
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付 録 


♦複写紙の組み合わせ 


複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

1枚目とペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いか、も 
しくは同等の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなる 
ため、保証外とします。 





手差し 



最大複写枚数 

カツトシートフイーダ 



2枚 

3枚 

4 枚 

5 枚 

6 枚 

1枚目 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

2枚目 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

3枚目 

\ 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

4枚目 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

5枚目 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

6枚目 

\ 


\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 


() 内の用紙も使用可能です 
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付 録 


♦複写紙の重ね合わせの固定方法 

• 複写紙の重ね合わせ固定方法は用紙挿入方向の先端側に幅1 mm の線の 
り付けとします。（天のり） 

•のり付け部は強くのり付けし、必ずプレスを行い、浮き上がりを防止 
してください。 

• のりは、用紙端よりはみ出さないようにしてください。 

•のり付け部には著しいしわやばりがあってはなりません。 




m 


力ールは 2 mm 以下 


• すき目方向とのり付け方向が垂直になった場合、のり付け部 
^~~ 1 の波うちが多く発生します。 

•のり付けバリおよび紙の切断バリは極力少なく押さえてくだ 
さい。バリの方向は表面方向としてください。 

• 力ールを防ぐため、保管方法に注意してください。 

力ールは 2 mm 以下とします。 

• のり付け幅は基本的に 1 mm としてください 0 
•とじ孔は印字領域内には開けないでください。 
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付 録 


とじ孔 

注/]とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

•とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意し 
てください。 

•とじ孔の縁は表面側に盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


用紙揷入方向 



m 


単位 ： mm 


ミシン目 

注/!ミシン目のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にミシン目のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• ミシン目の仕様は連続紙のミシン目の項目に準じます。 

• ミシン目の周囲5.08 mm 以内は印字しないでください。 
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付 録 


♦折れ（単票•連続紙) 


• 全幅に渡って折れたものは使用不可です。 

• 隅の折れについては 2 mm 以下に修正してください。 

ただし、カツトシートフィーダの場合（単票）は修正しても使用不可です。 



全幅に渡って折れたものは使用不可 



2 mm 以下に修正 


♦カール、曲がり（単票•連続紙） 

•全面的なカールは 5 mm 以下 [メニュー 設定で TOF 位置または、才ート 
□—ド位置を 2.12 mm (1/12") に設定する場合、紙づまりが発生す 
るため 2 mm 以下]、カツトシートフイーダの場合（単票）は 2 mm 以下 
なら使用可です。（はがきの場合も 2 mm 以下です） 

• 用紙端から1 5 mm 以内で 2 mm 以上の曲がりは使用不可です。 


m 



5 mm 以下 

[カットシートフィーダの場合（単票) 


: 2 mm 以下] 
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付 録 


>はがき 


►用紙サイズおよび印字範囲 
〇通常はがき縦挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


148 


6.35. 


6.35- 


はがき挿入方向 

介 

100 


-6.35 




jnnanui i 


印字範囲 




■ 6.35 


〇通常はがき横挿入 


はがき挿入方向 


1文字目 

(10 CPI ) 


100 


6.35- 


6.35- 


介 


148 


■ 6.35 


1 :- 


印字範囲 


単位 ： mm 


m 


6.35 


単位 ： mm 
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付 録 


はがき挿入方向 

介 

148 

6.35 


6.35 


単位 ： mm 


〇往復はがき縦挿入 



1文字目 

(10 CPI ) 


200 


6.35. 


6.35 




□□□Hnn 


ft 
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付 録 


〇往復はがき横挿入 


1文字目 

(10CPI) 


148 


6.35. 


6.35- 


はがき挿入方向 

〇 

200 


■ 6.35 


m 


印字範囲 


1 ：- 


身 


.6.35 


単位： mm 


♦使用はがき 


注/カツトシートフイーダでは、往復はがき横挿入は使用できません。 


郵便はがき 

坪量 190 g/m 2 (連量 163kg 相当) 
厚さ0.23_ 


m 


• 折れたり、曲がったりしていないものを使用してください。 

- 1 •はがきの反りは 2mm 以下とします。ただし、下向きの反り 

は使用できません。 

2 mm 以下 、 - 2 mm 以下 


• 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 
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付 録 


•封筒 



封筒挿入方向 

'介 


15〜30。 




フラップ/ 

フラップ部基準端/ 

封筒サイズによっては、 

1文字目 (10CPI) になら 
ない場合もあります。 


12 


20 . D 


十 





L 

印字範囲 

ザ 


のり付け部// 




15〜30。 


フラップ/ 

フラップ部基準端/ 

封筒サイズによっては、 

1文字目 (10CPI) になら 
ない場合もあります。 


16.35 



寸法 

型 、、、 

A 

B 

C 

D 

L 

長方形2号 

277 

119 

15 〜 25 

8〜2〇 

292 〜 302 

長方形3号 

235 

120 

15 〜 25 

8〜2〇 

250-260 

長方形4号 

205 

90 

15 〜 20 

8 〜 20 

220 〜 225 

角形3号 

277 

216 

15〜3〇 

10〜2〇 

292 〜 312 

角形4号 

267 

197 

15〜3〇 

10〜2〇 

282 〜 297 

角形5号 

240 

190 

15〜3〇 

1〇〜20 

255-270 

角形6号 

229 

162 

15 〜 30 

10〜2〇 

244 〜 259 

角形7号 

205 

142 

15 〜 30 

10〜2〇 

220 〜 235 

角形8号 

197 

119 

15〜3〇 

10 〜 20 

212 〜 227 
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付 録 


f ^ TJ ] •封筒は 、 JIS S 5502「封筒」に準拠した一重封筒とします。 

•マニュァル ギャップ調整で最大紙厚（中央重ね合わせ部）に合ったレンジを設 
定してください。（使用可能な封筒の最大紙厚は 0.36 mm です。） 

• フラップ部基準端を有する形状のものを使用してください。 

• 上端または下端でのり付けされている場合は、その面および前後各 5 mm 以内で 
の印字はさけてください。 

• 破線部のくい込みが封筒肩より 12 mm 以上の場合は、破線部の右側で印字を行っ 
てください。 

• 次のような封筒の使用は禁止します。 

• 窓付きの封筒 

• フラップ部が折り返されている封筒 

•フラップ部にのり付け加工処理されている封筒 

• 二重封筒 

• 封筒ののり付け部近くまで印字した場合、印字範囲であってものり付け部の状 
態（特にエッジ部の折れ、ふくらみ）によっては印字汚れがつく場合があります。 
•用紙厚の調整をする場合、用紙厚は最大の箇所（中央重ね合わせ部）で合わせ 
てください。（「用紙の厚さに応じた調整方法」100ぺージ参照） 
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付 録 


•ラベル紙 

ラペル紙を使用する場合は以下の基準に合ったものを使用してください。基準から外れたラべ 
ル紙は印字品位に悪影響をおよぼすだけでなく、粘着材の付着によって故障の原因になります。 

ラベル紙を使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 


m 


►用紙サイズおよび印字範囲 

「連続紙」（175ページ）、「単票」 （185 ページ）の規格に準じますが、 
下記にラペル紙固有の条件を示します。 

用紙揷入方向 



C 


〇 


J 


L 


印字範囲! 


1 


r 


j 


L 


印字範囲 


1 


「 


〇 

0 


〇 

() 

() 

〇 

〇 

() 


J 


L 


印字範囲! 


1 


r 


j 


L 


印字範囲 


1 


r 


〇 

〇 

〇 

〇 

() 

〇 


G 


単位： mm 


記号 

名称 

規格値 

A 

ラベル幅 

50 mm 以上 

B 

ラペル長さ 

25mm 以上 

C 

ラペル禁止範囲 

6.35mm (1/4 インチ）以上 12.7mm (1/2 インチ）以上を推奨 

D 

ラベル禁止範囲 

6.35mm (1/4 インチ）以上 

E 

印字禁止範囲 

3.81 mm 以上 

F 

印字禁止範囲 

4mm 以上 

G 

印字禁止範囲 

10.58 mm (5/12 インチ）以上 
印字精度保証は 25.4mm (1 インチ）以上 
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付 録 


♦用紙連量 

ラペルは上質紙で連量 55kg、 厚さ 0.1mm 以下。台紙ははくり紙で厚さ 
0.06〜0.08 mm 以下です。 

♦最大用紙厚さ 


0.2mm 


♦粘着剤 


• はくり強度 10g/ インチ以上。 

• 直径 27mm の円筒に巻き付けたとき、ラペルが台紙からはがれないこと。 
• 印字中や用紙走行中にラペルがはがれない状態に保たれた用紙を使用 
してください。 

粘着剤が表面にはみ出さないようにしてください。 


♦カット 



幅/インチ （25.4mm) 


• カットはラペル（表面基紙）のみに入れてください。 

• 台紙の横ミシン目に対応するラベルのカットは、横ミシン目と同一と 
し、両端1〜 2mm にはアンカット部を設けてください。 

• ラベル上方の左右コーナ付近に 0.5 〜 1mm 程度のアンカット部を設け 
てください。 

♦ラベルのカス取りについて 


m 


ラペルのカス取りは行わないでください。 

[ラベルをはがしたときに残るラベル以外の部分（カス）が取り除かれ 
ていないこと] 

下図のようにカス取りのしてあるラペル紙は、段差ができるため、使用 
禁止です。 


ラペル 
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付 録 


注/ • ラベル紙と台紙の厚さは、合計 0.2 mm 以下とします。ただし、 
ラベル紙および台紙の厚さはどちらも 0.1 mm 以下とします。 

• 直径 27 mm の円筒に ラベル 紙を表にして巻き付けたとき、 ラべ 
ル紙が台紙からめくれたり、はがれたりしないものを使用して 
ください。 

ラベルの 貼付強度 

次の条件でめくれないラベルを使用してください。 


巻付ドラム径 

())27mm 

巻付角度 

180° 

卷付時間 

24時間 

周囲温度 

4CTC 

周囲〉显度 

30% 



m 


•かすとり（ラベル以外の粘着シールをはぎ取ること）をしてい 
ないラベル紙を使用してください。 

かすとりをしていないラベル紙 


ラペル 



台紙 〇 〇( --1。 

〇ラペル ラペル0 
〇 〇 



かすとりをしているラベル紙（使用しないでください) 



台紙 


ラペル 



ラべ:ル ラペル 


〇ラペル ラベル3 
〇 I 〇 


ラペル ラペル 
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付 録 


•再生紙 


再生紙は製造メーカや紙質により特性が異なりますので、ご使用に際しては以下の注意事 
項をご確認の上ご使用ください。 

• 再生紙は紙粉が発生しやすいため、清掃を短い周期で行ってください。 

• 再生紙は湿度の影響を受けやすいため、高湿度での使用は避けてください。 

•再生紙は用紙の引張強度や剛性が弱いため、用紙ジャム率、用紙スキュー、重送率等が増 
加します。 

• 再生紙は紙厚が厚くなる傾向がありますので、ホッパやカツトシートフィーダへのセット 
枚数が減少します。 


參宅配伝票 

宅配伝票を使用する場合の注意点を示します。 

• 用紙サイズおよび印字範囲は、連続紙および単票の規格に準じます。 


1*71• 複写能力、印字精度は保証外です。 

• 厚さが不均一な伝票は、印字汚れやスキユーの原因になりますので使用しない 
でください。 

參和紙 

注/ I 和紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず、使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認してくだ 
さい。 

オプションの カット シートフィーダは ユニカ 製ハイ パー 墨染和紙のみです。ただし、最後 
紙が重送する場合があります。また、和紙は湿度の影響を受けやすいため、以下に和紙使 
用時の注意点を示します。 


m 


• 湿度の影響を受けやすいため、高湿度の環境での使用は避けてください。 

•低湿度の環境では、静電気が帯電しやすいため、低湿度の環境での使用は避けてください。 
•和紙は紙粉が発生しやすいため、清掃は通常の清掃周期（稼働期間6か月または400時間) 
より短い周期で行ってください。 
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付 録 


•印字規格 

♦用紙の頭出し位置 


A 


自動給紙したときの用紙上端がら1行目中心までの位置精度。 


HHHH 


印字行の傾きは除く 
用紙セツトが正確であること 


単イ 

立： mm 

用紙 

A 

連続紙 

単紙（連量 55Kg) 

±1 

その他の用紙 

土2 

単票 

単紙（連量 55Kg) 

士1 

その他の用紙 

土2 


♦印字行の傾き 



単位： mm 


用紙 

文字数 

A 

連続紙 

106 

1.0 以下 

単票 

60 

1.5 以下 

郵便はがき 

36 

1.5 以下 


m 


♦改行精度 




; A t 





HHH 

HHH 

I 

I 

I 

I 

HHH 


HH 

HH 


HH 

B は40行間 


単位： mm 


用紙 

A=4.23 

B=165.1 

連続紙 

単紙 

±0.5 

±1.〇 

複写紙 

±0.8 


単票 

単紙 

±0.5 

±2.0 

郵便はがき 

土〇 .5 



♦縦露線のずれ 


単位： mm 


印刷方向 

A 

片方向 

0.15以下 

両方向 

0.3 以下 



♦連続複写紙の層間ずれ 

5枚複写紙の1枚目と5枚目の印字ずれは 2mm 以下 
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付 録 


Windows プリンタドライバの印字範囲 


Windows プリンタドライパでは次に示す用紙サイズおよび印字範囲をサポートしています。 

単位 (mm) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ 。 マ - シ、、ン ( A ) 

ホ、'トム マー / ン ( B ) 

レフ ト マー シ'、ン (C) 

ラ仆マ-シ、、ン ( D ) 

A4 

210.00 

297.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A4 横 

297.00 

210.00 

4.37 

4.94 

4.94 

22.72 

A3 

297.00 

420.00 

4.37 

4.94 

4.94 

22.72 

A5 

148.00 

210.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A5 横 

210.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A6 

105.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A6 横 

148.00 

105.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

B4 

257.00 

364.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

B5 

182.00 

257.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

B5 横 

257.00 

182.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

Letter 

215.90 

279.40 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

Legal 

215.90 

355.60 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

はがき 

100.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

はがき横 

148.00 

100.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

往復はがき 

200.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

往復はがき横 

148.00 

200.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒長形 4 号横 

205.00 

90.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒長形 3 号横 

235.00 

120.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒角形 3 号横 

277.00 

216.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

10X11 インチ 

254.00 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X11 インチ 

304.80 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

10x5 インチ* 1 

254.00 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

10.1 X5 インチ* 1 

256.54 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

10.5X5 インチ* 1 

266.70 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

11X5 インチ* 1 

279.40 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X1 5/6 インチ* 2 

304.80 

46.57 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X2 1/5 インチ* 2 

304.80 

55.88 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X2 1/2 インチ* 2 

304.80 

63.50 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X2 3/4 ィンチ* 2 

304.80 

69.85 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12x3 インチ* 2 

304.80 

76.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X3 1/4 インチ* 2 

304.80 

82.55 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12x3 1/3 ィンチ* 2 

304.80 

84.67 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12x3 1/2 ィン” 2 

304.80 

88.90 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12x3 2/3 インチ* 2 

304.80 

93.13 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 


203 













































付 録 


単位 ( mm ) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ。マ - シ、、ン (A) 

ホ ' トムマーシ、、ン (B) 

レフトマーシ''ン ( C ) 

ラ仆 マ-デン (D) 

12x4 インチ* 2 

304.80 

101.60 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X4 1/2 イン” 2 

304.80 

114.30 

4.37 

4.94 

4.94 

22.72 

12X4 2/3 インチ* 2 

304.80 

118.53 

4.37 

4.94 

4.94 

22.72 

12X5 インチ* 2 

304.80 

127.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X5 1/2 インチ* 2 

304.80 

139.70 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X5 2/3 インチ* 2 

304.80 

143.93 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12x6 インチ* 2 

304.80 

152.40 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12x6 1/2 インチ* 2 

304.80 

165.10 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12x6 2/3 インチ* 2 

304.80 

169.33 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X7 インチ* 2 

304.80 

177.80 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X7 1/2 インチ* 2 

304.80 

190.50 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12x8 インチ* 2 

304.80 

203.20 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X8 1/4 インチ* 2 

304.80 

209.55 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12x8 1/2 インチ* 2 

304.80 

215.90 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12x9 インチ* 2 

304.80 

228.60 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X10 インチ* 2 

304.80 

254.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X10 1/2 イン” 2 

304.80 

266.70 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X11 1/2 インチ* 2 

304.80 

292.10 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X11 2/3 イン” 2 

304.80 

296.33 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

12X12 イン” 2 

304.80 

304.80 

4.37 

0.0 〇 

17.78 

17.78 

12X13 イン” 2 

304.80 

330.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X14 インチ* 2 

304.80 

355.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 3 inch * 3 

304.80 

76.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 4 inch * 3 

304.80 

101.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙 114.5 inch * 3 

304.80 

114.30 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 5 inch * 3 

304.80 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縱 6 inch * 3 

304.80 

152.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙 *7 inch * 3 

304.80 

177.80 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 8 inch * 3 

304.80 

203.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 9 inch * 3 

304.80 

228.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 
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単位 ( mm ) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ。マ-シ、、ン ( A ) 

ホ、'トムマー/ン ( B ) 

レフトマーシ'、ン (C) 

ラ仆マ-シ、、ン ( D ) 

連続紙縦 lOinch* 3 

304.80 

25400 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 10.5 inch * 3 

304.80 

266.70 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 1 linch * 3 

304.80 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 12inch* 3 

304.80 

304.80 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 13inch* 3 

304.80 

330.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 Minch* 3 

304.80 

355.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

ユ-デ-定義サイス** 4 

76.20 

25.40 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 


•”、 *2 の用紙は、 Windows 3.1 にはありません。 *3 の用紙をお使いください。 

• *3 の用紙は、 WindowsMe /98/95/ NT 4.0/2000/ XP / Server 2003 / Vista にはありません。 
*1、 *2 の用紙をお使いください。 

• M の用紙は WindowsNT 4.0/2000/ XP / Server 2003 / Vista にはありません。サーバの 
プロパティで作成してください。ユーザー定義サイズの寸法はデフォルト値です。 
用紙長25.40〜421.60 mm 、 用紙幅76.20〜304.80 mm の間で設定可能です。 

• ユーザー 定義サイズとサーバのプロパティは、用紙サイズを自由に指定できます 
が、「用紙規格および印字範囲」 （173 ページ）の範囲内で使用してください。 

• Windows 3.1 のユーザ定義サイズは単票を前提にしておりますので、給紙方法を卜 
ラクタフィーダに指定できません。 

• 用紙長検出のバラツキにより、ボトムマージンに誤差を生じる場合があります。 
各アプリケーシヨンソフトウェアにおけるボトムマージン値の設定においては、 
9 mm 以上を推奨します。 

•封筒を使用する場合のマージン値については、「用紙規格および印字範囲」參封筒 
(196 ぺージ）に合わせて調整してください。 

• *2、*3の用紙は、用紙幅をすべて 12 inch に設定しております。使用する場合には「用 
紙規格および印字範囲」•連続紙（スプロケット紙） （175 ページ）を参照のうえ、 
規格範囲内でライトマージンを適宜設定してください。 

また、これらの連続紙を使用する場合、アプリケーシヨ ンソフ トウェアによりへッ 
ダ、フッダの位置がずれる場合があります。この場合、アプリケーシヨ ンソフ トウェ 
アでヘッダ、フッダの位置を調整して印刷してください。 


m 









j し 



印字範囲 


1 r 





C 


D 



A 


B 
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付 録 


文字コード表、コントロールコマンドー覧表について 

ANK 文字コード表、漢字コード表、コントロールコマンドー覧表、拡張コント□ールコマ 
ンドの仕様については、プリンタソフトウェア CD-ROM 内に PDF ファイルで格納されてお 
ります。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD-ROM 内の 「Readme」 をご覧ください。 


m 
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付 録 


消耗品およびオフシヨン品の紹介 


これらの消耗品およびオプション品は、販売店にて、型名を指定のうえ、お求め<ださい。 

參消耗品 

♦リボン カー トリツジ 

7^71リポンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗 
^~~品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 

リボンカートリツジの寿命は、約200万字（高速度 ANK) です。ただし、包装を解いたり、 
長時間放置していると短くなります。また、印字が薄くなったり、ほつれたりした場合は、 
早めに交換してください。リボンカートリツジは製造年月1年以内に使用してください。 

型名： RN6-00-004 (6 個組) 




參オプション品 


♦カツトシートフイーダ ( CSF ) 

単票、はがきおよび封筒を自動給紙します。 


型名： ML5350SCSF 
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ユーザサポートサービスについて 

•保証について 

• 本製品には「保証書」が入っています。 

• 「保証書」は、お買い上げの販売店が所定事項を記入してお渡しします。記入内容をご確認 
の上、大切に保管してください。 

•保証期間中に万一故障が生じたときは、「保証書」に記載されている当社保証規定に基づき 
無償で修理します。無償保証期間は「保証書」に記載されています。 

• 「保証書」に所定事項が記入されていない場合や紛失した場合は、保証期間中であっても、 
保証が無効となる場合があります。 

• 純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保証期間中あるいは保 
守期間中であっても有償になります。（純正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわ 
けではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください） 

• 保証期間経過後は、修理によって本プリンタの性能が維持できる場合、お客様のご要望に 
より有償にて修理します。詳しくは、お客様相談センターまたは、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

•本製品の故障、またはその使用によって生じた直接•間接の損害については、当社はその 
責任を負わないものとします。 


參最新版のプリンタソフトウェアを入手したい 


ダウンロードサービス 

沖データホームページから入手できます。 
http://www.okidata.co.jp 


m 


•プリンタのご相談と修理について 

プリンタの操作方法がわからない、故障かもしれない、修理をして欲しい、商品について 
聞きたいなど、プリンタに関するお問い合わせをお受けします。次の「お問い合わせチエッ 
クシート」に記入してからお電話ください。なお、内容確認のため、録音させていただい 
ております。 

お客様相談センター 01 20-654-632 


(携帯電話からは 03-5846-592 1 ) 

受付時間9: 00〜20: 00月曜日〜金曜日 
9 :〇〇〜17 : 00土曜日 
(但し祝日、年末年始等を除く） 

※月曜日〜金■日の17:30〜20:00及び土曜日のお問い合わせで、訪問修理が必要な場合は、 
翌営業日に改めてご連絡をさしあげます。 

※上記以外にも弊社都合によりお休みをいただくことがあります。 


♦プリンタのサボートサービスは(株)沖電気カスタマアドテック ( OCA ) とそのグループ会社が担当し 
ております。 
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UNIX 環境でのお問い合わせ 

アプリケーションの使い方 

問題解決に必要な情報が不足している場合 

お客様固有のシステム環境のアドパイスやコンサルティング 

プリンタの非公開仕様に関するお問い合わせ 


お問い合わせチェックシート 


(個人情報の取り扱いについて） 

当社はお客様の個人情報を厳正に管理し、以下の場合を除き、第三者への開示や、提供は 
しないものとします。 

a ) 当社が指定する業務提携会社に対して、お客様の氏名 • 住所 • 電話番号などの保守サービス 
等の業務を委託するために必要な限度でお客様情報を提供すること。 

b ) お客様情報を統計的に集計•分析し、個人を識別、特定できない形態に加工した統計データ 
を作成させていただき、製品開発、サービス向上の判断材料として利用すること。 

0予め登録時に同意頂いたお客様に対して、当社または当社提携会社より、サービス提供、ァ 
ンケートその他の告知等のため電子メールや郵便物の郵送、または営業担当者からコンタク 
卜を取らせて頂くこと。 

d ) 裁判所の発行する令状、捜査事項照会書その他法令に基づいてお客様情報を開示すること。 

—お問い合わせに回答できない場合について 一 


具体的な症状 


プリンタ環境 

機種名： 


なし 


パー ジョン： 
パー ジョン： 


追加オプション 
コンピュータ環境 

□ Windows 

□ MacOS 
接続方法 

□ パラレル 

□ TCP/IP 
プリンタドライバ 

プリンタドライバ名：_ 

アプリケーション 

アプリケーションソフト名： . 
使用フォント名： . 


_製造番号： . 
あり （ 


—購入日： 


一年 


_月 


□ USB 

□ IPX/SPX 


□ RS 232 C 

□ Ethertalk 


□ ネットワーク 
□ NetBEUI 


パージョン： 


パージョン： 


エラー表示（正確に） 

コンピュータの画面に表示される内容 
プリンタの操作パネルに表示される内容 



12 3 4 5 
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付 録 


參消耗品を購入したい 

プリンタをお買い上げいただいた販売店よりご購入ください。 


•プリンタを廃棄したい 

お買い上げいただいたプリンタの廃棄の際、事業所でお使いの場合は、産業廃棄物処埋業 
者に委託してください。一般家庭でお使いの場合は、お客様がお住まいの地方自治体の条 
例に従って廃棄してください。 

なお、詳しくは各自治体にお問い合わせください。 


m 
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參使用済みリボンカートリッジの回収について 

沖データでは環境保全と再資源化を目的として、使用済みの MICROLINE プリンタの消耗品 
とメンテナンスユニットの無料回収を行っています。 

下の用紙をコピーし、必要事項を記入して FAX、 もしくは、弊社のホームぺージ (http:// 
www.okidata.co.jp) よりご連絡いただければ、お客様のところまで指定の宅配業者が回収 
におラかがいいたします。 

(お願い） 

• 包装箱やビニール袋は捨てずに保管し、ご使用済みの消耗品およびメンテナンスユニット 
の回収時に利用してください。 

•力ートリッジ1本でも回収にうかがいますが、地球環境への負荷をできるだけ低減させるた 
めまとめ回収にご協力ください。 

•できましたら、回収品の数が多い場合、不要になったダンポール箱などにまとめて頂くよ 
うお願いいたします。 

皆様のご協力をお願いします。 


FAX 01 20-107995 

沖データ回収センタ宛 


受付 No. : 

* 弊社にて記入いたしますので、お客様の 
記入は不要です。 


西暦 年月日 


お客様名（会社名) 
ご担当者名 
ご住所 
お電話番号 


【お断り：受付時間以降に FAX された場合、回収日がずれる場合があります。】 


回収依頼品 

イメージドラムカートリッジ ：_ m _ 

トナーカートリッジ ：_ m _ 

廃棄トナーボックス ：_ 

ペルトユニット ： 個 

定着器ユニット ：_ m _ 

インクリポンカートリッジ ： 個 

その他マイク□ライン消耗品 ：_ m _ 

【*不要となったダンボール箱などにまとめて入れてください。】 

まとめた箱の荷姿で合計： 個口 


ご不明な点は下記へご連絡ください。 

沖データ回収センタ 
TEL 024-594-2185 

フリーダイヤル0120 -640991 (携帯電話からもご利用いただけます) 

受付時間：月〜金曜日（祝日、弊社休日を除く） 

9 : 00〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 
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封筒 . 196 
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ラベル紙 . 198 
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【か】 

改行間隔について . 166 
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取り付けかた . 131 
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ご使用時の注意 . 7 
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固定具の外し方 . 14 
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シートスタツカの取り付けかた . 18 

修理について . 208 

消耗品について 
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設置スぺース . 13 
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設定内容を初期値に戻すには . 116 

【そ】 

操作パネルの使い方 . 104 

【た】 

単票 

頭出し量が変わってしまうときは . 150 

サイズと印字可能範囲 . 184 

セツトのしかた . 88 

排出のしかた . 90 
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連続紙へ切り替えるには . 98 

【っ】 

通常印字/高速印字の設定のしかた . 117 

【て】 
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電源について . 6 

【は】 
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パラレルインタフェース 

仕様 . 167 

fflW. 168 

タイムチヤート . 170 


封筒のサイズと印字可能範囲 . 196 

複写紙のサイズと印字可能範囲 . 187 

プリンタ 

お手入れについて . 9 

各部の名称と機能 . 3 

仕様 . 162 

初期状態 . 171 

設置のしかた . 13 

設定内容を確認するには . 113 

付属品 . 12 

プリンタドライパのインストール 

(Windows3.1). 81 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows 200 0). 44 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows95). 66 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows98). 58 

プリンタドライパのセットアップ 

(WindowsNT4.0). 75 

プリンタドライパのセットアップ 

(WindowsMe). 51 

プリンタドライパのセットアップ 

(WindowsServer 200 3). 30 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows Vista). 25 

プリンタドライパのセットアップ 
(WindowsXP). 37 

【ほ】 

保証について . 208 

【め】 

メニュー項目一覧表 . 109 

メニュー設定を変更するには . 114 

【ち】 


文字コード表、 

コント □- ルコマンドー覧表について ...... 206 


文字の大きさについて . 165 

文字の種類について . 164 
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取り付けかた ........ 

取り外しかた ........ 


連続紙（スプ□ケツト紙） 

サイズと印字可能範囲 . 175 

セツトのしかた . 91 

単票に切り替えるには . 99 

排出のしかた . 95 

外しかた . 96 
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【や】 

破れた単票がプリンタ内部でつまったとき..146 


【上】 

用紙厚の調整のしかた 
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【ら】 

ラペル紙の印字可能範囲 . 198 

ランプについて . 108 



216 
















MICROLINE 5350SE 


ユ —ザ ース、マニュアル 

発行日2009年4月第10版 
発行者株式会社沖データ 

40695003 EE 













株式会社 沖デーク 

お客様相談センター 
0120 - 654-632 

(携帯電話からは 03-5846-5921) 

受付時間9:00〜20:00月曜日〜金曜日 
9:00〜17:00 土曜日 
(但し、祝日、年末年始等を除く） 



